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お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
で
環
境
保
全 Spring 2014

諸
外
国
都
市
と
の
比
較
で
は
低
水
準

都
市
の
公
園
面
積
、着
実
に
増
加

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が

進
め
ら
れ
、
２
０
１
２
年
７

月
１
日
の
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
全
量
買
い
取
り
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」
開
始
に
よ
り
、

太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
の

設
置
申
し
込
み
が
急
増
し
て

疎
水
で
日
本
初
の
事
業
用
水

力
発
電
所
（
蹴
上
発
電
所
）

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
電

力
需
要
の
増
大
に
対
処
す
る

た
め
昭
和
30
年
代
ま
で
全
国

各
地
で
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、

大
規
模
な
開
発
に
適
し
た
地

点
で
の
建
設
は
、
ほ
ぼ
完
了

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
小
水
力
発
電

（
河
川
部
）
の
導
入
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
、
２
０
１
２
年
７

月
の
環
境
省
調
査
で
設
備
容

量
８
９
８
万
㌔
㍗
、
地
点
数

約
１
万
９
７
０
０
と
さ
れ
、

原
子
力
発
電
所
の
９
基
分
に

相
当
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、

２
０
１
０
年
度
の
累
積
設
備

容
量
は
、
そ
の
４
割
に
も
満

た
な
い
３
２
４
万
㌔
㍗
だ
っ

た
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

研
究
所
集
計
。
設
備
容
量
１

万
㌔
㍗
以
下
の
中
小
水
力
）。

　

小
水
力
発
電
と
呼
ば
れ
る

出
力
１
０
０
０
㌔
㍗
以
下
の

設
備
価
格
は
高
額
で
は
な
い

も
の
の
、
初
期
投
資
が
か
さ

む
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
発

電
規
模
と
比
較
し
て
採
算
に

合
わ
な
い
と
い
う
見
方
が
あ

っ
た
。
だ
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
20

年
の
買
い
取
り
期
間
と
１
㌔

㍗
時
当
た
り
30
・
45
円
（
２

０
０
㌔
㍗
以
上
１
０
０
０
㌔

㍗
未
満
）
と
い
う
買
い
取
り

価
格
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
採

算
に
め
ど
が
つ
き
、
普
及
に

弾
み
が
つ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
と
呼
ば
れ
る
２
０
０
㌔

㍗
未
満
の
発
電

設
備
で
は
、
各

種
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
る
。

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
利
点

は
、
ダ
ム
や
大
規
模
な
水
源

を
必
要
と
せ
ず
、
小
さ
な
水

源
で
比
較
的
簡
単
な
工
事
で

発
電
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
あ
る
程
度
の
水

量
が
あ
れ
ば
、
山
間
地
、
中

小
河
川
、
農
業
用
水
路
、
砂

防
ダ
ム
、
下
水
処
理
場
、
工

場
排
水
、
高
層
建
築
物
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
シ
ス
テ
ム
）、

家
庭
な
ど
で
の
開
発
が
可
能

で
あ
る
。
今
後
は
、
各
種
団

体
や
市
町
村
な
ど
多
様
な
主

体
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
水
力
発

電
所
の
建
設
が
進
ん
で
い
く

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

小
規
模
で
あ
っ
て
も
利
権

関
係
者
の
調
整
な
ど
大
規
模

水
力
発
電
と
同
等
の
許
可
手

続
き
が
必
要
に
な
る
が
、
普

及
に
は
そ
の
迅
速
化
が
求
め

ら
れ
る
。
政
府
は
「
河
川
法

許
可
申
請
手
続
き
の
簡
素

化
」「
小
水
力
発
電
の
保
安

規
制
の
見
直
し
」
な
ど
規
制

緩
和
や
制
度
改
革
を
早
急
に

実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

▼
省
エ
ネ
法

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

の
合
理
化
等
に
関
す
る
法

律
」
の
通
称
。
１
９
７
９

年
に
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契

機
と
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ

る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
。

　

年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
が
原
油
換
算
で
１
５

０
０
㌔
㍑
以
上
に
な
る
事

業
者
な
ど
を
対
象
に
、
使
用

実
績
や
省
エ
ネ
計
画
な
ど
の

報
告
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

今
回
の
改
正
か
ら
ピ
ー
ク
対

策
の
項
目
が
追
加
さ
れ
た
た

め
法
律
の
名
称
も
、
以
前
は

な
か
っ
た「
使
用
の
合
理
化
」

の
あ
と
の
「
等
」
が
追
加
さ

れ
た
。

▼
ユ
ネ
ス
コ

　

正
式
名
称
は
「
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関
」。
世

界
平
和
を
促
進
す
る
た
め
、

教
育
、
科
学
、
文
化
と
い
っ

た
分
野
で
の
国
際
協
力
と
交

流
に
取
り
組
む
国
連
の
専

門
機
関
。
創
設
は
１
９
４

６
年
11
月
。
本
部
は
フ
ラ

ン
ス
の
パ
リ
。
１
９
５
の

加
盟
国
と
９
つ
の
準
加
盟

地
域
が
あ
る
。

　

実
施
す
る
事
業
は
、
専

門
家
の
国
際
会
議
、
国
際

学
術
事
業
の
調
整
、
情
報

交
換
、
出
版
、
途
上
国
へ

の
開
発
支
援
な
ど
。

　

日
本
は
ユ
ネ
ス
コ
の
管

理
・
運
営
を
司
る
執
行
委

員
会
委
員
国
の
一
つ
。
加

盟
は
１
９
５
１
年
７
月
。

る
公
園
面
積
だ
が
、
諸
外
国

と
の
比
較
で
は
ま
だ
低
水

準
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
）
の
１
人
当
た

り
の
公
園
面
積
は
80
・
０
平

方
㍍
で
日
本
は
そ
の
約
８
分

の
１
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ア

メ
リ
カ
）
で
も
18
・
６
平
方

㍍
あ
る
。
国
交
省
で
は
、
防

災
や
環
境
問
題
な
ど
の
社
会

的
要
請
に
応
え
る
た
め
、
公

１
人
当
た
り
の
公
園
面
積
は

約
10
・
０
平
方
㍍
と
な
り
、

調
査
を
開
始
し
た
１
９
６
０

年
度
末
の
２
・
１
平
方
㍍
か

ら
約
５
倍
に
増
え
た
。
面
積

は
約
12
万
２
１
７
㌶
（
前
年

度
か
ら
約
１
２
０
１
㌶
増
）、

公
園
数
は
10
万
２
３
９
３
カ

所
（
同
１
２
８
２
カ
所
増
）

だ
っ
た
。

　

近
年
着
実
に
増
加
し
て
い

　

２
０
１
３
年
12
月
、
国
土

交
通
省
は
２
０
１
２
年
度
末

時
点
の
都
市
公
園
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
公

表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
の

園
の
整
備
を
進
め
、
ス
ト
ッ

ク
の
有
効
活
用
、
施
設
の
長

寿
命
化
、
効
率
的
な
維
持
管

理
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
継

続
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
都
道
府
県
別
の
１

人
当
た
り
の
公
園
面
積
は
北

海
道
が
最
大
で
36
・
８
平
方

㍍
、
最
小
は
大
阪
府
の
５
・

５
平
方
㍍
だ
っ
た
。
政
令
指

定
都
市
で
最
大
は
、
神
戸
の

17
・
０
平
方
㍍
、
最
小
は
東

京
23
区
の
３
・
０
平
方
㍍
だ

っ
た
。

復
興
途
上 

い
わ
き
湯
本
温
泉
旅
館

A
ll for JA

P
A
N

関
西
圏
ユ
ー
ザ
ー
初
登
場

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
ユ
ー
ザ
ー
レ
ポ
ー
ト

に
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
提

出
す
る
定
期
報
告
書
の
様
式

に
は
、
電
気
需
要
平
準
化
評

価
原
単
位
な
ど
の
記
載
項
目

も
追
加
さ
れ
る
。
実
際
に
は

２
０
１
５
年
度
の
報
告
分
か

ら
利
用
さ
れ
る
。

　

今
回
の
改
正
に
は
、
電
力

ピ
ー
ク
対
策
と
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
制
度
の
拡
大
と
い
う
２

つ
の
柱
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
機
器
が
対
象
だ
っ
た
が
、

今
回
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
を
上
げ
る
も
の
が
対
象

に
加
え
ら
れ
、
建
設
材
料
の

「
断
熱
材
」
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
は
昨
年
12
月
に
施

行
さ
れ
て
い
る
。

Eco S
tory

い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
出
力

は
天
候
に
左
右
さ
れ
変
動
す

る
た
め
、
大
量
に
接
続
さ
れ

る
と
電
力
系
統
の
周
波
数
、

電
圧
、
安
定
運
用
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
し
て
、
電
力
会
社

は
接
続
を
制
限
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
天
候
な
ど

に
よ
る
発
電
量

の
変
動
が
少
な

く
、
設
備
利
用

率
が
70
％
と
高

い
水
力
発
電
に
対
す
る
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
（
太
陽
光

発
電
の
設
備
利
用
率
は
12

％
、
風
力
発
電
は
20
％
）。

　

期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
大

規
模
で
は
な
く
中
小
規
模
の

水
力
発
電
で
あ
る
。
１
８
９

１
（
明
治
24
）
年
に
琵
琶
湖

スマートクロック
テーマ曲

ココ（ ）にアクセス

無料配信中 !!

　

２
０
０
５
〜
２
０
１
４
年
は
国
連
が

宣
言
し
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
10
年
」。
そ
の

最
終
年
で
あ
る
今
年
は
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
イ
ヤ

ー
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
11
月
に
は
、

愛
知
県
名
古
屋
市
で
10
年
間
の
取
り
組

み
を
締
め
く
く
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る

ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」が
開
催
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
今
年
１
月
に
同
市

で
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
イ
ヤ
ー
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ

ン
ト
」
が
開
か
れ
た
。
タ
レ
ン
ト
の
さ

か
な
ク
ン
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
・
Ｓ

Ｋ
Ｅ
48
の
高
柳
明
音
さ
ん
ら
が
参
加

し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
環
境
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

基
づ
く
も
の
。
こ
の
持
続
可
能
な
開
発

を
推
進
す
る
た
め
に
重
要
な
の
が
、
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
け
る
基
礎
教

育
、
高
等
教
育
、
教
員
教
育
、
環
境
教

育
の
充
実
だ
と
、国
連
は
考
え
て
い
る
。

そ
れ
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
な
が
る
。

　

も
と
も
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
10
年
は
、
２
０

０
２
年
の
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す

る
世
界
首
脳
会
議
」
で
日
本
政
府
が
提

唱
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
国
連
総
会
が

決
議
し
、
ユ
ネ
ス
コ
が
推
進
機
関
と
な

っ
て
、
各
国
の
国
内
実
施
計
画
が
策
定

が
催
さ
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
の
理
解

を
呼
び
掛
け
た
。

　
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
は
、
環
境

と
開
発
と
が
相
反
せ
ず
に
共
存
で
き
る

も
の
と
し
て
と
ら
え
、
環
境
保
全
に
配

慮
し
た
開
発
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
に

名
古
屋
市
で
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

さ
れ
る
な

ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り

組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
10
年
間
の
活
動

を
振
り
返
り
、
２
０
１
４
年
以
降
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
の
が
、

今
年
11
月
10
〜
12
日
に
名
古
屋
国
際
会

議
場
で
開
催
予
定
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す

る
ユ
ネ
ス
コ
国
際
会
議
」
で
あ
る
。
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改
正
省エネ
法
、本
格
始
動
で
取
り
組
み
評
価

　

４
月
１
日
、
電
力
ピ
ー
ク

対
策
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
た
。
２
０
１
３
年
５
月

に
公
布
さ
れ
て
い
た
改
正
省

エ
ネ
法
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法

律
）
の
一
部
。

　

省
エ
ネ
法
で
は
、
一
定
以

上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
事

業
者
に
、
そ
の
使
用
実
績
を

国
に
報
告
す
る
よ
う
義
務
づ

け
、
そ
こ
か
ら
年
１
％
以
上

削
減
し
て
い
く
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
今
回
の
改
正
法
で

は
、
こ
の
削
減
目
標
の
達
成

に
電
力
ピ
ー
ク
時
の
取
り
組

み
が
有
利
に
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

電
力
需
要
が
高
ま
る
時
間

を
「
電
気
需
要
平
準
化
時
間

帯
（
７
〜
９
月
と
12
〜
３
月

の
８
〜
22
時
）」
と
し
て
、

こ
の
間
に
使
用
し
た
電
気
の

量
を
通
常
よ
り
１
・
３
倍
多

く
算
出
す
る
も
の
（
電
気
需

要
平
準
化
評
価
原
単
位
）。

削
減
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
改
善
率
が
見
込
め
る
こ
と

４
月
か
ら
電
力
ピ
ー
ク
対
策
も

省エネ法の主な改正点

早稲田大学理工学術院 教授　横山隆一

都市の１人当たりの公園面積
（出所：国交省発表資料）

愛知でユネスコ世界会議
国連「持続可能な開発の

ための教育の10年」最終年

　

地
球
温
暖
化

が
及
ぼ
す
影
響

は
、
海
面
水
位

の
上
昇
や
異
常

気
象
な
ど
広
い

範
囲
で
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
日
本
の
春
の
代
名
詞

で
あ
る
桜
に
と
っ
て
は
、
暖

か
く
な
る
環
境
は
む
し
ろ
歓

迎
す
べ
き
だ
ろ
う
と
、
浅
は

か
に
も
思
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
ど
う
も
違
う
ら
し
い
。

▼
寒
さ
は
、
桜
の
開
花
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
と
い
う
。
花
が
散
っ

た
あ
と
桜
は
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
花
の
も
と
に
な
る
花

芽
を
つ
く
る
。
花
芽
は
い
っ

た
ん
休
眠
し
て
成
長
を
止

め
、
真
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
休
眠

か
ら
覚
め
る
。
こ
れ
を
休
眠

打
破
と
い
い
、
そ
の
後
、
気

温
の
上
昇
と
と
も
に
一
気
に

成
長
し
て
開
花
す
る
。

▼
つ
ま
り
桜
は
寒
暖
の
変
化

を
経
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
に

開
花
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
見

せ
て
く
れ
な
い
。
12
月
か
ら

２
月
前
半
に
か
け
て
の
気
温

が
十
分
に
下
が
ら
な
い
と
、

正
常
な
休
眠
打
破
が
な
さ
れ

ず
、
開
花
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
過
去
に
、
気
象

情
報
会
社
の
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ

ー
ズ
が
１
０
０
年
後
ま
で
の

桜
の
開
花
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
国
連

の
温
暖
化
シ
ナ
リ
オ
な
ど
を

使
っ
た
予
測
で
、
最
も
気
温

の
上
昇
が
進
む
場
合
は
、
東

京
の
桜
が
開
花
し
な
く
な
る

と
発
表
し
た
。

▼
桜
が
開
花
し
な
け
れ
ば
、

当
然
、
大
好
き
な
お
花
見
も

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
嫌
だ
。
ス
ト
ッ
プ
、

地
球
温
暖
化
。

（㎡/人)

豊
富
な
水
資
源
を
有
効
活
用
す
る

中
小
水
力
発
電
への
期
待

2014年冬季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
と
お

り
で
す
。
グ
レ
ー

の
二
重
囲
み
マ
ス

に
あ
る
５
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た
「
バ

イ
オ
マ
ス
」
が
正
解
で
し

た
。
今
回
も
８
面
に
楽
し

い
パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し

た
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。答えは、

「バイオマス」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

ラ 　 カ ン バ
イ サ ン 　 ー
　 ト 　 オ ス
オ ヤ シ オ 　
ウ マ 　 ズ ナ

国土交通省調査

ワ
シ
ン
ト
ン

ニュ
ー
ヨ
ー
ク

ロ
ン
ド
ン

パ
リ
ウ
ィ
ー
ン

ベ
ル
リ
ン

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

ソ
ウ
ル
東
京
23
区

10

20

30

40

50

60

70

80

0

※東京23区は都市公園以外の公園を含む。

① 電力ピーク対策
（2014年 4月1日施行）

▼電気需要平準化評価原単位
電力の需要が高まる時間帯に、電
気使用量を削減した場合、それ以
外の時間帯で削減したものより改
善率が高く評価される。

▼電気需要平準化時間帯
上記原単位が適用される電力ピー
クの時間帯。全国一律で夏期の７
～９月、冬期の12月～ 3月にお
ける8～22時（土日祝日含む）。

▼定期報告書様式の変更
対象事業者がこれまで提出してい
た定期報告書の様式に、上記の電
力ピーク対策の内容を追加。

② トップランナー制度の拡大
（2013年 12月28日施行）

▼「断熱材」を対象に指定
これまでエネルギーを消費する機
器が対象だったが、エネルギー消
費効率を上げる建設資材も加える
ことに。

京
都
議
定
書 
目
標
達
成
へ

出
量
の
推
移
に
つ
い
て
環
境

省
で
は
、
２
０
０
８
年
度
後

半
の
金
融
危
機
の
影
響
で
２

０
０
９
年
度
に
か
け
て
は
排

出
量
が
減
少
し
、
２
０
１
０

▼
森
林
吸
収
量

　

京
都
議
定
書
は
日
本
な
ど

の
締
約
国
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
を
示
し
、
そ
の

達
成
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
に
は
森
林
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
吸
収
量

を
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

量
と
し
て
み
な
せ
る
措
置
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
議
定

書
が
吸
収
源
と
し
て
認
め
る

森
林
は
次
の
３
つ
。
①
過
去

50
年
、
森
林
で
は
な
か
っ
た

場
所
に
植
林
す
る
「
新
規
植

林
」
②
過
去
に
森
林
で
あ
っ

て
も
１
９
９
０
年
時
点
で
森

林
で
は
な
い
場
所
に
植
林
す

る
「
再
植
林
」
③
適
切
な
手

年
度
以
降
は
、
景
気
回
復
基

調
と
東
日
本
大
震
災
の
原
発

事
故
を
契
機
と
し
た
火
力
発

電
の
増
加
に
よ
っ
て
３
年
連

続
で
排
出
量
が
増
え
て
い
っ

た
と
分
析
し
て
い
る
。
２
０

１
２
年
度
の
排
出
量
が
前
年

度
よ
り
も
増
え
た
原
因
に
つ

い
て
も
、
火
力
発
電
の
比
重

が
高
ま
り
化
石
燃
料
の
消
費

門
が
４
億
３
１
０
０
万
㌧

（
前
年
度
比
２
・
０
％
増
）、

運
輸
部
門
が
２
億
２
７
０
０

万
㌧
（
同
１
・
１
％
減
）、

商
業
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
業

務
そ
の
他
部
門
が
２
億
５
９

０
０
万
㌧（
同
６
・
０
％
増
）、

家
庭
部
門
が
２
億
３
０
０
万

㌧
（
同
７
・
６
％
増
）、
発

電
所
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
部
門
が
８
６
３
０
万
㌧

（
同
１
・
６
％
減
）
だ
っ
た
。

量
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
と
し
て
い
る
。

　

な
お
２
０
１
２
年
度
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
は
、
工
場
な
ど
の
産
業
部

削
減
義
務
の
目
標
値
だ
っ
た

同
６
％
減
は
達
成
で
き
た
こ

と
に
な
る
。

　

約
束
期
間
に
お
け
る
各
年

度
の
排
出
量
基
準
年
比
は
、

２
０
０
８
年
度
が
１
・
６
％

増
（
森
林
吸
収
量
と
京
都
メ

カ
ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
加

味
し
た
場
合
８
・
７
％
減
）、

２
０
０
９
年
度
は
４
・
３
％

減
（
同
13
・
８
％
減
）、
２

０
１
０
年
度
は
０
・
３
％
減

（
同
10
・
２
％
減
）、
２
０
１

１
年
度
は
３
・
７
％
増
（
同

４
・
０
％
減
）、
２
０
１
２

年
度
は
６
・
３
％
増
（
同
４
・

６
％
減
）
だ
っ
た
。
こ
の
排

　

日
本
の
２
０
１
２
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
速

報
値
）
は
、
前
年
度
比
２
・

５
％
（
３
３
２
０
万
㌧
）
増

の
13
億
４
１
０
０
万
㌧
と
な

っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
議
定
書
第
一

約
束
期
間
の
５
年
間
の
平
均

は
12
億
７
９
０
０
万
㌧
（
基

準
年
比
１
・
４
％
増
）
と
な

っ
た
。
こ
こ
か
ら
森
林
吸
収

量
（
３
・
８
％
）
と
他
国
へ

の
排
出
削
減
活
動
な
ど
か
ら

得
た
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
ク
レ

ジ
ッ
ト
（
５
・
９
％
）
の
削

減
量
を
差
し
引
く
と
、
基
準

年
比
で
８
・
２
％
減
と
な
り
、

基
準
年
比
８・２
％
減
見
込
み

　

２
０
１
３
年
11
月
、
環
境
省
は
２
０
１
２
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
速
報

値
）
を
ま
と
め
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
基
準
年
（
原
則
１
９
９
０
年
）
比
６
％

減
の
排
出
削
減
を
義
務
づ
け
た
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
（
２
０
０
８
〜
２
０

１
２
年
度
）
に
お
け
る
各
年
度
の
数
値
が
出
揃
っ
た
。

日本の温室効果ガス排出量

環境省発表速報値

入
れ
や
保
全
が
行
わ
れ
て
い

る
「
森
林
経
営
」。

　

日
本
が
森
林
吸
収
量
を
削

減
量
に
算
入
で
き
る
上
限
値

は
基
準
年
比
で
約
３
・
８
％

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

原 則
1990年

12億6100万㌧

11億8600万㌧

６
％
削
減

6.3％

基準年 目標値 2012 ５年平均
（2008～2012）

13億4100万㌧

12億7900万㌧

1.4％

目
標
達
成

目標

▲8.2％

▲4.6％

森林吸収量

京都メカニズムクレジット

差し引き分を加味した
前年度までの基準年比
2008 ▲8.7％
2009 ▲13.8％
2010 ▲10.2％
2011 ▲4.0％

（環境省発表資料より作成）

http://www.n-techno.co.jp/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
http://econews.jp/index.html
http://econews.jp/newspaper/frontline/frontline_36.html
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力
ピ
ー
ク
の
削
減
だ
。
改
正
省

エ
ネ
法
で
は
、
経
済
産
業
大
臣

が
指
針
を
示
し
、
事
業
者
は
そ

れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め

る
よ
う
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
指
針
で
は
、「
電
気
の

使
用
を
燃
料
や
熱
の
使
用
へ
転

換
す
る
」「
ピ
ー
ク
時
の
電
力

使
用
か
ら
ほ
か
の
時
間
帯
へ
移

行
す
る
」「
そ
の
他
の
取
り
組

み
」
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細

か
な
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
使
用
の
転
換
」
で
は
自
家
発

電
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
活

用
、「
時
間
帯
の
移
行
」
で
は

自
動
化
に
よ
る
稼
働
時
間
の

変
更
や
蓄
電
池
・
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
の
活
用
、「
そ
の
他
」
で
は
、

空
調
と
照
明
の
高
効
率
化
や
運

用
改
善
の
ほ
か
、
デ
マ
ン
ド
監

視
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
と
い
っ
た
適
正
な
使
用
制

御
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ

や
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
の
活
用
な

ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
電
力
ピ
ー
ク
の

削
減
が
叫
ば
れ
る
背
景
に
は
、

日
本
全
体
の
発
電
能
力
の
問
題

が
あ
る
。
原
子
力
発
電
の
多
く

が
停
止
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

電
源
の
不
足
で
あ
る
。
現
状
で

も
各
電
力
会
社
は
無
理
を
し
て

火
力
発
電
を
稼
働
さ
せ
て
い

る
。
そ
こ
に
今
年
に
入
っ
て
日

本
各
地
が
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

電
力
需
要
が
急
増
し
た
。
各
電

力
会
社
は
、
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
揚
水
発
電
を
積
み
増
し
す

る
な
ど
で
急
場
を
し
の
い
だ
。

電
力
を
無
駄
に
せ
ず
、
国
全
体

で
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

一
方
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ど

の
効
果
に
よ
り
、
景
気
に
回
復

傾
向
が
み
ら
れ
て
き
た
。当
然
、

電
力
需
要
も
増
加
し
て
い
く
だ

ろ
う
。
電
源
が
少
な
い
中
で
需

要
が
増
え
る
。
そ
の
状
況
に
対

応
す
る
に
は
、
電
気
を
い
か
に

上
手
に
使
う
か
を
、
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
社
会
的
要
請
に
応
え

る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て

日
本
テ
ク
ノ
は
電
気
の
「
見
え

る
化
」
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て

い
る
。
こ
れ
を
最
大
限
に
活
用

す
れ
ば
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
だ
け
で

は
な
く
使
用
量
全
体
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
。
使
用
量
の
削
減

は
30
分
単
位
で
の
目
標
設
定
機

能
を
追
加
し
た
こ
と
で
可
能
に

な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
簡
単
な
操
作

で
目
標
設
定
が
で
き
、
季
節
や

曜
日
な
ど
に
よ
る
い
く
つ
か
の

パ
タ
ー
ン
の
記
憶
も
で
き
る
。

　

午
前
中
に
あ
ま
り
電
気
を
使

わ
な
い
企
業
が
、
何
か
を
消
し

忘
れ
た
場
合
、
普
段
よ
り
多
く

の
使
用
量
が
計
測
さ
れ
る
。
そ

の
と
き
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
だ
け
の

考
え
方
で
あ
れ
ば
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
警
報
は
鳴
ら
な
い
。

だ
が
当
社
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ

ば
警
報
は
鳴
る
。
本
来
の
使
い

方
と
異
な
る

こ
と
を
知
ら

せ
て
く
れ
る

か
ら
だ
。

　

ま
た
、
省

エ
ネ
活
動
は

日
常
の
習
慣

と
し
て
定
着

さ
せ
る
の
が
難
し
い
取
り
組
み

で
も
あ
る
。
通
常
の
企
業
で
あ

れ
ば
当
然
、
本
業
の
職
務
遂
行

が
中
心
と
な
り
省
エ
ネ
活
動
の

優
先
順
位
は
ど
う
し
て
も
下
が

る
。
こ
の
と
き
、
電
気
の
「
見

え
る
化
」
で
、
電
気
使
用
状
況

が
提
示
さ
れ
、「
理わ

解か

る
化
」で
、

何
を
実
行
す
れ
ば
よ
い
か
が
明

　

昨
年
４
月
「
電
力
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
改
革
方
針
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
目
的
は
「
電
力

の
安
定
供
給
の
確
保
」「
電
気

料
金
の
最
大
限
の
抑
制
」「
電

気
利
用
の
選
択
肢
や
企
業
事
業

機
会
の
拡
大
」
の
３
つ
。

　

改
革
は
２
０
１
５
年
を
め
ど

に
「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の

設
立
」、
２
０
１
６
年
を
め
ど

に
「
電
力
小
売
り
業
へ
の
参
入

の
全
面
自
由
化
」、
２
０
１
８

〜
２
０
２
０
年
を
め
ど
に
「
法

的
分
離
に
よ
る
送
配
電
部
門
の

中
立
性
の
一
層
の
確
保
」
お
よ

び
「
電
気
の
小
売
り
料
金
の
全

面
自
由
化
」の
３
段
階
で
進
む
。

　
「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」

と
は
、
需
給
や
系
統
計
画
を
と

り
ま
と
め
、
送
電
イ
ン
フ
ラ

の
増
強
、
区
域
を
超
え
た
全
国

で
の
運
用
調
整
な
ど
を
行
う
機

関
。
現
在
、
電
気
の
需
給
管
理

は
原
則
と
し
て
地
域
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
関
に

よ
り
今
後
は
地
域
を
超
え
た
電

力
融
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

例
え
ば
地
域
Ａ
で
供
給
電
力
が

不
足
し
た
際
に
停
電
を
回
避
す

る
た
め
、
広
域
的
運
営
推
進
機

関
が
地
域
Ｂ
に
電
力
の
た
き
増

し
や
融
通
の
指
示
を
す
る
。

　
「
電
力
小
売
り
業
へ
の
参
入

の
全
面
自
由
化
」
で
は
、
巨
大

な
市
場
が
開
放
さ
れ
る
。
そ
の

規
模
は
家
庭
・
低
圧
需
要
家
な

ど
約
８
４
２
０
万
件
、
約
７
・

５
兆
円
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

者
の
新
規
参
入
が
見
込
ま
れ
る

結
果
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
誘

発
も
期
待
で
き
る
。
環
境
に
よ

少
な
い
電
源
下
に
お
け
る
需
要
増
│
│

１
社
で
も
多
く
の
企
業
と
活
動
を
と
も
に
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っ
て
出
力
変
動
を
伴
う
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
産
地
消
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
多
様
な

供
給
力
に
対
応
が
で
き
、
新
技

術
を
用
い
た
発
電
設
備
へ
の
投

資
も
活
発
化
す
る
。

　

全
国
的
な
電
力
融
通
や
自
由

化
が
進
め
ば
、
例
え
ば
、
全
国

に
事
業
所
を
持
つ
企
業
が
１
つ

の
電
力
会
社
か
ら
電
気
を
一
括

調
達
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
電

力
の
安
定
供
給
、
大
量
購
入
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
、
管
理
作
業

の
軽
減
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
む
と
需

要
家
に
は
、
購
入
す
る
電
力
会

社
、
電
源
別
メ
ニ
ュ
ー
、
料
金

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
多
様
な
選
択
肢

が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
適
切
な
判
断
を
す
る
に

は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
事
業

に
合
わ
せ
電
気
の
使
い
方
を
見

直
す
必
要
も
あ
る
。
無
理
の
な

い
省
エ
ネ
努
力
も
欠
か
せ
な

い
。
新
し
い
電
力
需
給
の
仕
組

み
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
と
同
時

に
、
消
費
者
が
自
ら
の
意
思
で

電
気
を
選
ぶ
時
代
が
始
ま
る
。

　

２
０
１
３
年
12
月
、
国
連
総

会
は
、
毎
年
３
月
３
日
を
「
世

界
野
生
生
物
の
日
」
に
す
る
こ

と
を
決
議
し
た
。

　

３
月
３
日
は
、
１
９
７
３
年

に
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
の
種
の
国
際
取
引
に

関
す
る
条
約
（
ワ
シ
ン
ト
ン
条

約
）」
が
採
択
さ
れ
た
日
。
同

条
約
は
、
名
称
の
と
お
り
、
絶

滅
が
危
ぶ
ま
れ
る
野
生
生
物
を

保
護
す
る
目
的
の
国
際
条
約
。

指
定
し
た
野
生
生
物
の
国
際
取

引
に
関
し
て
、
輸
入
国
と
輸
出

国
が
協
力
し
、
規
制
を
実
施
す

る
取
り
決
め
。

　

こ
の
日
を
「
世
界
野
生
生
物

の
日
」
に
定
め
る
こ
と
は
、
す

認
識
を
高
め
、
祝
福
す
る
日
に

し
よ
う
と
い
う
提
案
だ
。
今
回

の
国
連
総
会
の
決
議
は
、
こ
の

提
案
を
受
け
た
も
の
。

　

国
連
総
会
の
決
議
は
、
野
生

生
物
の
本
質
的
価
値
を
認
め
、

人
間
が
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

に
、
野
生
生
物
が
さ
ま
ざ
ま
な

恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
内
容
だ
っ
た
。
ま

　

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
本
格

施
行
さ
れ
た
改
正
省
エ
ネ
法
の

ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
る
。
ま
ず

は
昨
年
末
に
先
行
し
て
施
行
さ

れ
て
い
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
。
そ
の
対
象
が
建
築
材
料
に

拡
大
さ
れ
た
。
多
く
の
分
野
で

日
本
の
省
エ
ネ
技
術
の
進
化
を

後
押
し
し
て
き
た
制
度
。
今
回

の
建
材
分
野
へ
の
拡
大
で
断
熱

材
が
対
象
に
加
わ
り
、
性
能
の

向
上
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
少
な
い
よ
り

快
適
な
空
間
づ
く
り
へ
大
き
く

貢
献
す
る
だ
ろ
う
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
電
力
需

要
の
平
準
化
に
資
す
る
措
置
を

と
る
こ
と
。
簡
単
に
い
え
ば
電

た
国
連
総
会
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
事
務
局
に
対
し
、「
世
界

野
生
生
物
の
日
」
の
実
施
を
担

当
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
事
務
局
長

の
ジ
ョ
ン
・
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
氏

は
、
美
し
く
多
様
な
野
生
生
物

の
世
界
を
た
た
え
、
そ
の
保
護

が
、
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す

こ
と
を
広
め
る
い
い
機
会
だ
と

し
て
、
多
く
の
人
に
世
界
野
生

生
物
の
日
へ
の
参
加
を
呼
び
掛

け
た
。

で
に
２
０
１
３
年
３
月
開
催
の

第
16
回
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
約

国
会
議
で
提
案
さ
れ
て
い
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
が
採
択
さ
れ

た
日
を
、
野
生
生
物
に
対
す
る

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
で
学
習
し
て
き

た
も
の
。〝
も
っ
た
い
な
い
隊
〞
も

実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
電
気
や
水

の
無
駄
づ
か
い
防
止
を
呼
び
掛
け
る

児
童
会
活
動
だ
。
こ
れ
ま
で
の
学
習

成
果
が
セ
リ
フ
や
歌
、
ダ
ン
ス
な
ど

全
身
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
。

他
学
年
の
児
童
か
ら
も
「
省
エ
ネ
の

と
い
う
天
気
予
報
の
生
番
組
を
放
送

し
て
い
る
。
６
年
生
は
理
科
の
授
業

で
天
気
図
の
読
み
取
り
方
を
習
う
。

気
象
予
報
士
を
招
い
て
の
特
別
授
業

や
、
各
地
の
異
常
気
象
の
様
子
を
調

べ
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
も
学
ん
で

い
る
。
放
送
を
担
当
す
る
児
童
は
校

庭
で
気
温
や
風
向
を
計
測
し
、
天
気

図
の
気
圧
配
置
、
前
線
、
等
圧
線
か

ら
翌
日
の
天
気
を
読
み
取
る
。
さ
ら

に
校
区
の
北
側
に
あ
る
灰
ケ
峰
に
か

か
る
雲
の
状
態
も
観
察
し
て
、
ま
さ

に
地
域
密
着
型
の
天
気
予
報
番
組
を

つ
く
り
上
げ
て

い
く
。

　

天
気
に
か
ら

め
て
そ
の
日
の
校
内
の
電
気
使
用
量

や
目
標
も
伝
え
る
。「
天
気
の
い
い

日
に
は
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
勧
め
て
省

エ
ネ
を
呼
び
掛
け
る
」「
聞
き
取
り

や
す
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
話
す
」
な

ど
毎
日
の
工
夫
も
忘
れ
な
い
。
撮
影

で
は
、
各
児
童
が
キ
ャ
ス
タ
ー
や
リ

ポ
ー
タ
ー
、
カ
メ
ラ
、
音
声
な
ど
役

舞台やテレビ放送で学習成果を発表

シリーズ
　

広
島
県
南
西
部
、
瀬
戸
内
海
沿
い

の
温
和
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
呉
市
。

そ
の
呉
市
の
中
央
に
位
置
す
る
市
立

長
迫
小
学
校
は
全
校
児
童
１
３
４
名

の
学
校
。
同
校
で
は
６
年
間
に
わ
た

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
注
力

し
て
き
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

長
迫
小
学
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
楽
し
く
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
」。
昨
年
度
も
年

間
を
通
し
て
発
電
所
や
ご
み
焼
却

場
、
浄
水
場
の
見
学
、
外
部
講
師
を

招
い
て
の
地
産
地
消
学
習
、
梅
干
や

た
く
あ
ん
な
ど
の
エ
コ
保
存
食
づ
く

世
界
野
生
生
物
の
日 
決
定

自
主
目
標
設
定
で
合
意

新
た
な
枠
組
み 

す
べ
て
の
国
が
参
加

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
授
業
を

実
施
し
た
。
さ
ら
に
学
習
内
容
は
必

ず
何
ら
か
の
形
で
情
報
発
信
す
る
。

こ
れ
は
再
学
習
の
機
会
を
得
る
と
と

も
に
、
伝
え
る
力
・
表
現
力
を
高
め
、

各
学
年
で
の
学
習
を
校
内
全
体
で
共

有
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

 

広
く
発
表
の
機
会
を

　

体
育
館
で
の
朝
会
に
全
校
児
童
と

保
護
者
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
日
の
朝

会
で
は
５
年
生
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
舞
台
劇
「
地

球
を
守
る
子
ど
も
た
ち
〜
天
使
が
舞

い
降
り
た
夜
に
〜
」
の
発
表
が
行
わ

れ
た
。
内
容
は
人
間
界
に
舞
い
降
り

て
き
た
神
様
や
天
使
に
、
長
迫
小
の

児
童
が
結
成
し
た
〝
も
っ
た
い
な
い

隊
〞
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
や
省

エ
ネ
の
工
夫
を
伝
え
て
い
く
も
の
。

　

太
陽
の
熱
を
生
か
す
室
内
断
熱
の

工
夫
や
し
ょ
う
が
を
使
っ
た
エ
コ
ク

ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
劇
中
で
紹
介
さ
れ

る
知
識
は
す
べ
て
、
こ
れ
ま
で
の
エ

eco topicseco topics
１
人
１
日
９
６
３
㌘
の
ゴ
ミ
排
出

　

２
０
１
３
年
12
月
、
環
境
省
は
２

０
１
２
年
度
の
ゴ
ミ
の
排
出
お
よ
び

処
理
状
況
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
ま

と
め
公
表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ミ
総
排
出
量

は
、
前
年
度
よ
り
０
・
５
％
少
な
い

４
５
１
７
万
㌧
。
１
人
１
日
当
た
り

で
は
９
６
３
㌘
だ
っ
た
。
資
源
回
収

な
ど
に
よ
る
総
資
源
化
量
は
９
２
３

万
㌧
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
前
年
度
と

同
じ
20
・
４
％
。
最
終
処
分
場
の
残

余
年
数
は
、
19
・
７
年
。
ゴ
ミ
処
理

事
業
に
か
か
る
経
費
は
１
兆
７
８
２

９
億
円
だ
っ
た
。

　

排
出
抑
制
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
む
上
位
３
市
区
町
村
も
公
表
さ
れ

て
お
り
、
１
人
１
日
当
た
り
の
排
出

量
が
最
も
少
な
い
の
は
徳
島
県
神
山

町
の
２
５
３
・
０
㌘
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
最
も
高
い
の
は
鹿
児
島
県
大
崎

町
の
79
・
２
％
だ
っ
た
。

産
廃
不
法
投
棄 

減
少
傾
向

　

２
０
１
３
年
12
月
、
環
境
省
は
２

０
１
２
年
度
の
産
業
廃
棄
物
不
法
投

棄
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
ま

と
め
公
表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
年
度
中
に
新

た
に
判
明
し
た
不
法
投
棄
件
数
は
１

８
７
件
で
、
前
年
度
よ
り
５
件
減
少

し
た
。
不
法
投
棄
量
は
４
・
４
万
㌧

で
同
０
・
９
万
㌧
の
減
少
だ
っ
た
。

内
訳
は
、
全
体
の
約
４
分
の
３
が
、

が
れ
き
類
な
ど
の
建
設
系
廃
棄
物
、

残
り
４
分
の
１
は
、
ガ
ラ
ス
や
陶
磁

器
の
く
ず
、
動
物
の
糞
尿
な
ど
。

　

不
法
投
棄
件
数
は
、
産
廃
に
関
す

る
規
制
強
化
や
防
止
策
の
実
施
な
ど

で
、
２
０
０
１
年
度
の
１
１
５
０
件

か
ら
年
々
減
少
し
て
い
る
。

２
０
１
３
年 

日
本
の
天
候
を
総
括

　

２
０
１
４
年
１
月
、
気
象
庁
は
２

０
１
３
年
の
日
本
の
天
候
に
つ
い

て
、
そ
の
特
徴
や
統
計
デ
ー
タ
な
ど

を
ま
と
め
公
表
し
た
。

　

２
０
１
３
年
夏
は
、
全
国
で
例
年

よ
り
気
温
が
高
い
「
暑
夏
」
と
な
っ

た
。
特
に
西
日
本
で
は
統
計
開
始
以

来
最
も
高
温
と
な
り
、
高
知
県
四
万

十
市
江
川
崎
で
41
・
０
℃
の
最
高
記

録
と
な
っ
た
。年
間
日
照
時
間
で
は
、

北
日
本
が
少
な
く
、
反
対
に
、
東
日

本
、
西
日
本
、
沖
縄
・
奄
美
で
晴
れ

の
日
が
多
か
っ
た
。
特
に
東
日
本
太

平
洋
側
と
西
日
本
太
平
洋
側
の
日
照

時
間
は
統
計
開
始
以
来
最
も
長
か
っ

た
。
積
雪
量
は
北
日
本
日
本
海
側
で

多
く
、
青
森
県
青
森
市
酸
ケ
湯
で
５

６
６
㌢
の
積
雪
を
観
測
し
た
。

日
本
、Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
第
５
回
総
会
の
議
長
国
に

　

２
０
１
４
年
１
月
、
外
務
省
は
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
で
開

催
さ
れ
て
い
た
国
際
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
の
第

４
回
総
会
で
、
来
年
１
月
に
開
催
さ

れ
る
第
５
回
総
会
の
議
長
国
に
日
本

が
指
名
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
総
会

は
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機

関
で
年
１
回
、
ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ

れ
る
も
の
。
こ
こ
で
は
予
算
、
活
動

計
画
、
理
事
国
の
選
出
な
ど
同
機
関

に
お
け
る
重
要
項
目
が
議
論
さ
れ
、

採
択
さ
れ
る
。

　

Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、
２
０
１
１
年
４

月
、
正
式
に
発
足
し
た
国
際
機
関
。

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
、
持
続
可
能

な
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
。

主
な
活
動
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
の
分
析
・
把
握
・
体
系
化
、

政
策
上
の
助
言
提
供
、
加
盟
国
の
能

力
開
発
支
援
な
ど
。
２
０
１
３
年
１

月
現
在
、
１
２
２
カ
国
と
Ｅ
Ｕ
が
加

盟
し
て
い
る
。

　

日
本
は
そ
の
諸
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り
、
分
担
金
の
比
率
も

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
第
２
位
（
２
０

１
３
年
、約
16
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

割
を
分
担
す
る
。

 

発
表
の
場
は
学
校
外
に
も

　

校
長
の
寺
田
満
穂
さ
ん
は
こ
う
話

す
。「
お
天
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
学

習
成
果
発
表
の
場
の
一
つ
。
楽
し
く

活
動
し
な
が
ら
日
ご
ろ
の
学
び
を
生

活
の
中
に
生
か
す
の
が
大
切
で
す
」。

　

さ
ら
に
発
表
の
場
は
校
内
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
昨
年
度
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広

島
放
送
局
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

の
内
容
を
伝
え
る
放
送
体
験
に
挑

戦
。
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
「
低
炭
素
杯
２
０
１
４
」
で
は

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
育
成
の
様
子
を

発
表
し
て
最
優
秀
地
域
エ
コ
活
動
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
外
部
へ
の
発
信

も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

寺
田
さ
ん
は
「
発
表
は
表
現
力
を

養
う
だ
け
で
な
く
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
を
生
活
の
中
の
実
践
力
へ
と
つ

な
げ
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
自

尊
感
情
も
高
め
る
」
と
そ
の
効
果
を

話
し
た
。

国連総会が決議

３月３日、ワシントン条約採択日

　

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
19
の
主
要

な
課
題
は
、
す
べ
て
の
国
が

参
加
す
る
２
０
２
０
年
以
降

の
新
た
な
枠
組
み
づ
く
り
の

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
、
そ
れ

を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
が
開
催
さ
れ
る

２
０
１
５
年
末
ま
で
に
決
定

で
き
る
よ
う
段
取
り
を
決
め

る
こ
と
、
温
暖
化
で
被
害
を

受
け
た
国
に
対
す
る
国
際
的

な
支
援
の
体
制
を
決
め
る
こ

と
、
な
ど
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
京
都
議
定
書

の
枠
組
み
は
先
進
国
の
一
部

で
削
減
義
務
が
課
せ
ら
れ
た

も
の
の
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
多
い
ア
メ
リ
カ
や
中

国
、
途
上
国
に
は
削
減
義
務

は
な
か
っ
た
。
そ
の
仕
組
み

を
改
め
、
す
べ
て
の
国
が
枠

組
み
の
中
で
活
動
で
き
る
よ

う
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
京
都
議
定
書

の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
削
減

量
を
設
定
し
、
そ
れ
を
守
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
各
国
が

自
主
的
に
決
め
た
目
標
を
ま

ず
提
示
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

が
適
切
で
あ
る
か
検
証
し
て

取
り
組
む
と
い
う
方
法
で
、

す
べ
て
の
国
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
途
上
国
の
目

標
づ
く
り
に
、
先
進
国
が
支

援
す
る
こ
と
も
決
め
た
。

　

自
主
目
標
に
盛
り
込
む
情

報
は
２
０
１
４
年
末
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
20
ま
で
に
決
定
す
る
。
準

備
が
で
き
た
国
は
２
０
１
５

年
１
〜
３
月
ま
で
に
自
主
目

標
を
提
示
。
そ
れ
以
外
の
国

も
２
０
１
５
年
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
開
催
よ
り
十
分
早
い
時
期

に
提
示
し
、
次
期
枠
組
み
の

発
効
を
目
指
す
。

　

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

で
被
害
を
受
け
た
国
に
対
す

る
国
際
支
援
で
は
、
ワ
ル
シ

ャ
ワ
国
際
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
名

づ
け
た
新
し
い
仕
組
み
を
つ

く
り
執
行
委
員
会
な
ど
を
設

置
す
る
。

　

な
お
、
次
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
20

は
２
０
１
４
年
12
月
に
ペ
ル

ー
の
リ
マ
で
開
催
さ
れ
る
。

示
さ
れ
れ
ば
、
取
り
組
み
も
円

滑
に
行
え
る
だ
ろ
う
。

　

実
は
こ
こ
に
当
社
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。業
種
、

社
屋
の
形
状
、
設
備
、
従
業
員

数
、
人
員
構
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
に
よ
り
、
警
報
時
の
対

策
は
千
差
万
別
だ
。
そ
こ
で
１

社
１
社
に
合
わ
せ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
つ
く
り
提
供
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
は
時
間

と
労
力
が
必
要
だ
が
、
徹
底
す

る
の
が
使
命
と
考
え
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
省
エ
ネ
活

動
が
し
っ
か
り
定
着
す
る
ま
で

は
、
定
期
的
な
連
絡
や
訪
問
を

継
続
す
る
。一
度
定
着
す
れ
ば
、

あ
と
は
企
業
内
で
の
活
動
も
活

性
化
さ
れ
、
よ
り
高
次
の
取
り

組
み
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

省
エ
ネ
法
は
一
定
規
模
以
上

の
組
織
が
対
象
だ
が
、
対
象
外

の
企
業
で
も
ピ
ー
ク
削
減
な
ど

の
国
を
あ
げ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
は
賛
同
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
当
社
は
そ
れ
を
支

援
す
る
た
め
、
１
社
で
も
多
く

の
企
業
と
省
エ
ネ
活
動
を
継
続

し
て
い
く
。

COP19の主な再確認・決定事項
　

２
０
１
３
年
11
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
か

れ
て
い
た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
19
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
19
）
が
、
２
０
２
０
年
以
降
の
温
暖
化
対
策
に
各
国
の

自
主
目
標
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
を
採
択
し
閉
幕
し
た
。

や
り
方
が
わ
か
り
や
す
い
」「
家
で

も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

一
方
、
６
年
生
の
教
室
で
は
２
時

間
目
の
休
み
時
間
か
ら
昼
の
校
内
テ

レ
ビ
放
送
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で

い
る
。
同
校
で
は
毎
日
、
給
食
の
時

間
に「
長
迫
お
天
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

▼ 2020年以降の温暖化対策の枠組みを、
2015年末のCOP21で決定する

▼ すべての国が2020年以降の自主的な
目標をつくる

▼ 先進国は途上国の目標づくりを支援する

▼ COP20（2014年末）までに目標に盛
り込む項目を決定する

▼ 準備ができた国は2015年１～３月まで
に目標を提示する

▼ COP21（2015年末）の開催より十分
早い時期に、すべての国が目標を提示
する

▼ 温暖化の被害に対応する新しい組織を設
置する

学
ん
だ
内
容
は
楽
し
い
活
動
で
生
活
に
生
か
す

朝会で発表された５年生の舞台劇「地球を守る子どもた
ち～天使が舞い降りた夜に～」（左上）、東京ビッグサイ
トで開催された「低炭素杯2014」でのプレゼンテーシ
ョン（右上）、給食の時間に生放送される「長迫お天気
ステーション」は毎年６年生が担当する（下）。

【第13回】 呉市立長迫小学校

気候変動枠組み条約
第19回締約国会議

http://econews.jp/newspaper/education/education_13.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/knowledge_36.html


（ 3 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１４年 （平成２６年） 春季　【季刊】

ン
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
で

き
な
い
。
だ
が
、
ア
ー
ス
カ
フ
ェ
へ
の
思

い
は
誰
に
も
負
け
な
い
。
そ
の
情
熱
を
１

時
間
、
訴
え
続
け
た
。
話
し
終
え
た
と
き

「
じ
ゃ
あ
、
君
と
始
め
よ
う
」
と
バ
ー
ク

マ
ン
さ
ん
が
言
っ
た
。

　

バ
ー
ク
マ
ン
さ
ん
の
も
と
に
は
日
本
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
か
ら
す
で
に
数
々
の

引
き
合
い
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
す
べ
て
断

っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
損
得
勘
定
で
は
な
く

自
分
と
同
じ
情
熱
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
で

な
け
れ
ば
ア
ー
ス
カ
フ
ェ
の「
味
」や「
思

い
」
は
継
承
で
き
な
い
。
丸
山
さ
ん
の
情

熱
は
オ
ー
ナ
ー
と
同
種
の
も
の
だ
っ
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

１
０
０
％
無
農
薬
栽
培
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
ア
ー
ス
カ
フ

ェ
。
こ
の
店

を
始
め
た
き

っ
か
け
は
バ

ー
ク
マ
ン
夫

妻
が
南
米
・
ペ
ル
ー
の
小
さ
な
村
で
出
会

っ
た
エ
ア
ル
ー
ム
コ
ー
ヒ
ー
（
原
種
）
だ

っ
た
。
熱
帯
雨
林
の
木
陰
で
自
然
栽
培
さ

れ
る
農
薬
と
は
無
縁
の
コ
ー
ヒ
ー
。
化
学

肥
料
を
使
っ
た
既
製
品
と
は
ま
っ
た
く
違

う
甘
さ
や
香
り
が
あ
り
、
な
に
よ
り
お
い

し
い
。

　

だ
が
、
こ
の
原
種
の
木
は
、
日
陰
で
し

か
育
た
ず
、
収
穫
に
は
手
間
も
か
か
る
。

商
業
ベ
ー
ス
に
乗
り
に
く
く
栽
培
の
危
機

に
瀕
し
て
い
た
。
夫
妻
は
こ
の
原
種
の
コ

ー
ヒ
ー
と
栽
培
農
家
を
守
る
た
め
、
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
正
当
な
価
格
で
買
い
上
げ
、
通

販
を
始
め
る
。
そ
の
お
い
し
さ
が
熱
烈
な

支
持
を
得
て
、
現
在
の
ア
ー
ス
カ
フ
ェ
に

　

多
い
日
に
は
、
来
店
者
が
１
万
人
近
く

に
な
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で
大
人
気
の

「
ア
ー
ス
カ
フ
ェ
」
が
、
昨
年
４
月
、
日

本
に
上
陸
し
、
東
京
・
代
官
山
に
出
店
し

た
。
食
通
と
し
て
も
知
ら
れ
る
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
丸
山
茂
樹
さ
ん
が
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
こ
の
店
の
コ
ー
ヒ
ー
に
出
会
い
、

ほ
れ
込
み
、
日
本
で
も
こ
の
味
を
ぜ
ひ
紹

介
し
た
い
と
、
数
年
が
か
り
で
オ
ー
ナ
ー

に
交
渉
を
続
け
た
結
果
、
そ
の
情
熱
が
受

け
入
れ
ら
れ
、
ア
ー
ス
カ
フ
ェ
初
の
海
外

進
出
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
の
人
気
が
あ
り
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
国
内
に
あ
る
の
は
現
在
５
店
舗
だ

け
。む
や
み
に
多
店
舗
展
開
し
な
い
の
は
、

譲
れ
な
い
こ
だ
わ
り
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
エ
コ
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
か
ら
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　
「
日
本
で
こ
の
店
を
や
ら
せ
て
ほ
し
い

と
、
オ
ー
ナ
ー
の
シ
ャ
ロ
ー
ム
・
バ
ー
ク

マ
ン
に
、
４
年
間
、
手
紙
を
書
き
続
け
ま

し
た
。
そ
う
し
て
や
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
の
機

会
を
与
え
ら
れ
た
」
の
が
丸
山
さ
ん
だ
。

本
業
は
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

今
、
同
社
の
コ
ー
ヒ
ー
は
す
べ
て
市
場

価
格
の
約
３
倍
以
上
の
金
額
で
仕
入
れ
て

い
る
。
栽
培
農
家
へ
の
適
正
な
報
酬
が
、

質
の
高
い
生
活
環
境
を
つ
く
り
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
を
持
続
可
能
な

サ
イ
ク
ル
に
し
て
い
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
地
の
一
つ
に
東
ア
フ
リ

カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
森
が
あ
る
。
こ
の
森
の

斜
面
は
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
マ
ウ
ン
テ
ン

ゴ
リ
ラ
の
生
息
地
で
も
あ
る
。
実
は
同
社

の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
は
、
ゴ
リ
ラ
た
ち
の
生

き
る
場
所
も
守
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
ゴ
リ
ラ
の
生
息
数
が
激
減

し
た
原
因
の
一
つ
に
、
現
地
の
人
々
の
貧

困
が
あ
る
。
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
密

おいしいコーヒーで環境保全

マ
ウ
ン
テ
ン
ゴ
リ
ラ
の
森
を
守
る
有
機
栽
培

環境活動を推進する企業の物語

第6話　Urth Caff é（アースカフェ）

猟
や
森
林
伐
採
だ
。
だ
が
、
ア
ー
ス
カ
フ

ェ
が
支
払
う
公
正
な
報
酬
は
、
貧
困
を
な

く
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
原
種
木
は
日
陰
で
育

つ
た
め
、
日
光
を
遮
る
森
も
大
切
に
維
持

さ
れ
る
。
農
場
主
は
土
壌
を
汚
染
す
る
化

学
肥
料
な
ど
は
一
切
使
わ
ず
、
ク
リ
ー
ン

な
土
地
を
守
り
続
け
る
。
そ
こ
は
マ
ウ
ン

テ
ン
ゴ
リ
ラ
の
生
活
の
場
所
で
も
あ
る
。

　

丸
山
さ
ん
が
「
君
と
始
め
よ
う
」
と
オ

ー
ナ
ー
に
言
わ
れ
、
正
式
な
契
約
を
し
て

か
ら
出
店
ま
で
さ
ら
に
４
年
か
か
っ
て
い

る
。
そ
の
間
、
日
本
の
店
長
に
な
る
藤
山

和
彦
さ
ん
は
３
年
間
、
ア
メ
リ
カ
の
店
で

研
修
を
重
ね
た
。
ア
ー
ス
カ
フ
ェ
の「
味
」

と
「
思
い
」
を
確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
だ
。

こ
れ
か
ら
日
本
で
の
エ
コ
ス
ト
ー
リ
ー
が

つ
く
ら
れ
て
い
く
。

report─ on the Eco Spot

アースカフェ代官山
店のオーナーでプ
ロゴルファーの丸
山茂樹さん（左）と
店長の藤山和彦さ
ん。藤山さんはア
ースカフェのすべ
てを習得するため、
アメリカで３年間の
研修を行った。

Environmental Information

　一方は堅く学術的なビジネス書の
印象、一方は柔らかく楽しげ──今
回はそんな対照的な書名の２冊を紹
介しよう。とはいえ共通する部分も
ある。やさしくわかりやすい語り口
だ。そして両書とも、これからの社
会やそこで活動する組織や人が、ど
んな方向に向かって行けばいいのか
を示してくれる。

　

京
都
・
大
覚
寺
の
大
沢
池
は
、

平
安
時
代
に
嵯
峨
天
皇
が
つ
く

り
、
今
も
名
勝
の
指
定
を
受
け

る
日
本
最
古
の
人
工
の
池
。
以

前
、
こ
の
池
に
繁
茂
す
る
水
草

を
除
去
す
る
た
め
、
草
を
食
べ

る
外
来
魚
の
「
草
魚
（
そ
う
ぎ

ょ
）」
が
放
流
さ
れ
た
。
だ
が
、

草
魚
は
短
期
間
で
水
草
を
食
べ

尽
く
し
、
護
岸
用
の
木
杭
ま
で

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

予
想
を
超
え
る
極
端
な
水
草
の

減
少
で
池
に
腐
敗
汚
泥
が
蓄
積

し
、
木
杭
の
劣
化
で
漏
水
も
危

ぶ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
し
、
１
２

０
０
年
続
い
た
昔
か
ら
の
優
美

な
風
景
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い

│
│
そ
の
依
頼
に
応
え
た
の
が

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
専
門
家
で

野
生
動
物
の
保
護
管
理
に
も
詳

し
い
著
者
だ
っ
た
。本
書
に
は
、

著
者
の
呼
び
掛
け
に
よ
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
大
沢
池
景
観
修
復

活
動（
ソ
ウ
ギ
ョ
バ
ス
タ
ー
ズ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
奮
闘
の
様

子
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　

活
動
に
は
、「
人
間
の
都
合

で
持
ち
込
ん
だ
生
物
を
意
に
そ

ぐ
わ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
駆
除

し
て
い
い
の
か
」
と
い
う
純
粋

な
疑
問
か
ら
、
池
の
水
を
抜
い

て
も
草
魚
は
泥
の
中
に
隠
れ
捕

ま
ら
な
い
な
ど
の
実
際
的
な
困

難
ま
で
多
数
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
現
在
の
大
沢

池
は
、
美
し
い
景
観
を
取
り
戻

し
て
い
る
。
著
者
は
難
題
に
ど

う
立
ち
向
か
っ
た
の
か
。
本
書

で
確
か
め
て
ほ
し
い
。

草魚バスターズ　もじゃもじゃ先生、京都大覚寺大沢池を再生する
真板昭夫 著

美しい景観はどのように再生されたのか

（飛鳥新社　1,300円＋税）
まいた あきお　1949 年、新潟県
生まれ。京都嵯峨芸術大学芸術学
部デザイン学科教授。東京農業大
学卒業、東京大学にて農学博士号
取得。専門はエコツーリズム論。
共著に『観光デザイン学の創造』
など。

　

企
業
の
社
会
的
責
任
を
表
す

Ｃ
Ｓ
Ｒ
。
で
は
、
そ
の
「
社
会

的
責
任
」
と
は
何
か
、
そ
れ
を

ど
う
や
っ
て
組
織
の
中
に
取
り

入
れ
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
そ

の
答
え
を
、
世
界
標
準
の
指
標

と
し
て
示
し
た
の
が
、
２
０
１

０
年
11
月
に
発
行
さ
れ
た
国
際

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
だ
。

　

本
書
は
、
そ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６

０
０
０
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
よ
り
深

化
さ
せ
て
い
こ
う
と
呼
び
掛
け

る
。
し
か
も
平
易
な
言
葉
を
使

い
な
が
ら
。

　

堅
い
イ
メ
ー
ジ
の
装
丁
や
横

書
き
の
本
文
、
合
間
に
配
置
さ

れ
た
図
表
な
ど
か
ら
難
解
な
専

門
書
と
判
断
す
る
の
は
早
計

だ
。
冒
頭
の
数
ペ
ー
ジ
に
目
を

通
す
だ
け
で
も
、
難
し
く
な
り

が
ち
な
テ
ー
マ
を
、
す
ん
な
り

わ
か
り
や
す
く
読
者
に
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ

る
。
実
際
、著
者
も
〈
本
書
は
、

筆
者
の
対
外
交
渉
経
験
な
ど
を

活
か
し
て
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
文
学
」

の
解
読
の
一
助
と
な
る
こ
と
も

目
指
し
て
い
る
〉（
16
ペ
ー
ジ
）

と
記
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の
国
際

合
意
文
書
は
、
そ
の
難
解
な
表

現
か
ら
「
文
学
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
。
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
少

し
で
も
低
く
し
た
い
よ
う
だ
。

　

組
織
統
治
や
人
権
、
労
働
慣

行
、
環
境
と
い
っ
た
主
題
を
あ

げ
、
社
会
的
責
任
を
遂
行
す
る

た
め
の
手
引
き
に
な
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
。
そ
の
全
体
像
の

把
握
に
は
最
適
の
一
冊
。

CSR新時代の競争戦略　ISO26000活用術
笹谷秀光 著

平易な言葉と実例で「ISO文学」を解説

（日本評論社　2,400円＋税）
ささや ひでみつ　1953 年生まれ。
株式会社 伊藤園取締役・CSR 推進
部長。東京大学法学部卒業後、農
林水産省、環境省などで要職を歴
任。2008年、伊藤園入社。訳書に『フ
ランス農業事情──もう一つのフ
ランス』がある。

アースカフェ店内。
壁には有機栽培の
コーヒー畑である
ウガンダの森に生
息しているマウン
テンゴリラの絵が
描かれている。

　

京
都
府
の
府
庁
所
在
地
、
京
都
市
。
７
９

４
（
延
暦
13
）
年
以
来
、
１
０
０
０
年
以
上

に
わ
た
り
日
本
の
首
都
で
あ
っ
た「
平
安
京
」

を
基
盤
と
す
る
都
市
で
あ
り
、
数
多
く
の
史

跡
、
歴
史
あ
る
街
並
み
が
残
る
、
日
本
最
大

の
観
光
都
市
で
あ
る
。

　

１
９
９
７
年
12
月
、
京
都
市
左
京
区
に
あ

る
国
立
京
都
国
際
会
館
で
「
第
３
回
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）」

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
国
際
会
議
で
京
都
議
定

書
が
採
択
さ
れ
た
。

　

京
都
議
定
書
と
は
、
正
式
名
称
「
気
候
変

動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
み
条
約
の
京
都

議
定
書
」。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
国
家
レ
ベ
ル
で

定
め
た
も
の
で
、
日
本
は
１
９
９
０
年
を
基

準
と
し
て
、
２
０
０
８
〜
２
０
１
２
年
の
目

標
期
間
に
６
％
削
減
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。
環
境
に
お
け
る
世
界
初
の
国
際
協

定
と
な
っ
た
京
都
議
定
書
。
最
終
的
に
１
９

０
カ
国
以
上
が
批
准
し
て
い
る
。

　

京
都
議
定
書
発
祥
の
地
と
し
て
、
観
光
面

だ
け
で
な
く
、
環
境
面
で
も
国
内
外
へ
と
広

く
知
れ
渡
っ
た
京
都
市
。
世
界
で
は
、
こ
ん

な
言
葉
も
生
ま
れ
て
い
た
。

　
「
Ｄ
Ｏ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

？
」

　

こ
れ
は
「
環
境
に
い
い
こ
と
し
て
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
意
味
の
合
言
葉
だ
。「
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
名
は
都
市
名
と
し
て
だ
け
で
な

く
「
環
境
に
い
い
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
意

味
の
言
葉
と
し
て
世
界
中
で
使
わ
れ
る
よ
う

る
。
宮
脇
さ
ん
は
１
９
２
８
年
、
岡
山
県
生

ま
れ
の
86
歳
。
植
物
の
元
来
持
つ
競
争
力
を

生
か
し
た
植
樹
方
法
「
宮
脇
方
式
」
を
取
り

入
れ
、
国
内
外
約
１
７
０
０
カ
所
、
４
０
０

０
万
本
以
上
の
植
樹
に
成
功
し
て
き
た
こ
と

が
た
た
え
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
。

　

宮
脇
さ
ん
は
「
環
境
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
命
を
守
る
こ
と
。私
は
ま
だ
た
っ
た
86
歳
。

こ
れ
か
ら
も
命
あ
る
限
り
、
地
球
を
守
る
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
そ

の
言
葉
ど
お
り
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、

震
災
が
れ
き
を
活
用
し
た
防
波
堤
づ
く
り

「
森
の
長
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
注
力
し
、

精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

京
都
市
は
２
０
０
９
年
、
国
か
ら
「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、
日
本
の
環
境

政
策
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
に
な
っ
た
。
そ
の

翌
年
の
２
０
１
０
年
に
改
正
し
た
京
都
市
地

球
温
暖
化
対
策
条
例
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
を
、
１
９
９
０
年
度
比
で
２
０

２
０
年
度
ま
で
に
25
％
、
２
０
３
０
年
度
ま

で
に
40
％
削
減
す
る
と
定
め
た
。
こ
の
実
現

に
は
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
理
解
も
不

可
欠
と
な
る
。

　
「
Ｄ
Ｏ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

？
」
の

問
い
に
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｉ　

Ｄ
Ｏ
！
」
と
答
え

る
市
民
が
一
人
で
も
多
く
増
え
る
よ
う
、
京

都
市
の
挑
戦
は
続
け
ら
れ
て
い
く
。

DO YOU KYOTO? = 環境にいいことしていますか？

京
都
府
京
都
市

探 訪 06

環境モデル都市

環境モデル都市
二酸化炭素（CO2）排出を抑えた「低
炭素社会」の実現に向けて、温室効果
ガスの大幅削減などへの取り組みを行
うモデル都市。2013年 3月に新たに
7都市が加わり、現在20の自治体が
政府より選定されている。

に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
２
０
０
７
年
、
京
都

で
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
の
10
周
年
記
念
行
事

で
ド
イ
ツ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
か
ら
こ
の
事
実

を
知
ら
さ
れ
た
京
都
市
は
、
こ
れ
を
誇
り
に

思
い
、
京
都
が
率
先
し
て
地
球
環
境
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
決
意
を
込
め
「
Ｄ
Ｏ　

Ｙ
Ｏ

Ｕ　

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

？
」
を
合
言
葉
に
京
都

か
ら
世
界
へ
と
環
境
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組

み
を
本
格
化
さ
せ
た
。

　

２
０
１
４
年
２
月
23
日
、
か
つ
て
京
都
議

定
書
が
採
択
さ
れ
た
国
立
京
都
国
際
会
館
で

「
第
５
回
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
地
球
環
境
の
殿
堂
表

彰
式
」
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
京
都
府
、
京
都
市
を
は
じ
め
と

す
る
７
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
地
球
環
境
の
殿
堂
」
運
営
協
議
会
が
創
設

し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
世
界
で
地
球
環
境

の
保
全
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
物
の
功
績

を
顕
彰
し
、
そ
の
精
神
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
世
界

各
国
の
10
名
が
表
彰
さ
れ
殿
堂
入
り
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
人
目
の
殿
堂
入
り
を
果
た
し

た
の
が
、
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
、
公

益
財
団
法
人 

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関 

国

際
生
態
学
セ
ン
タ
ー
長
の
宮
脇
昭
さ
ん
で
あ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
地
球
環
境
の
殿
堂
表
彰
式
の
様
子
。

この京都市の記事全文は、ウ
ェブサイト「ニッポン環境都
市探訪」でも閲覧が可能。そ
のほか、紙面では紹介しきれ
なかった写真やトピックも掲
載。京都以外の全国の環境都
市情報も多数紹介している。

http://econews.jp/city/

京都議定書が採
択された国立京
都国際会館には
議定書ゆかりの
品々が展示され
ている。写真は
「京都議定書採択
時に使用された
木槌」。

http://econews.jp/newspaper/story/eco_story_06.html
http://econews.jp/city/chubu_kinki/kyoto.html
http://econews.jp/newspaper/books/
http://www.nt-e.jp/
http://www.nt-e.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

【ダイジェスト版】

でんでん

みと情
報

（2014年 2月10日発行第57号より）

　

こ
こ
は
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
。
電
気
管

理
技
術
者
の
親
方
た
ち
が
仕
事
場
と
す
る
事

務
所
だ
。
吾
輩
〝
で
ん
で
ん
〞
は
、
そ
の
片

隅
に
暮
ら
す
猫
。
飼
い
主
の
親
方
た
ち
は
活

力
が
有
り
余
り
、
目
前
の
人
に
対
し
て
も
、

ま
る
で
１
㌔
先
の
相
手
と
話
す
よ
う
な
大
声

で
語
り
合
う
。
つ
ま
り
、や
か
ま
し
い
の
だ
。

　

騒
音
に
身
を
よ
じ
り
、
い
つ
も
の
定
位
置

で
丸
ま
っ
て
い
る
と
、
来
客
が
あ
っ
た
。
吾

輩
が
写
真
殿
と
呼
ぶ
親
方
た
ち
の
友
人
だ
。

や
は
り
声
は
で
か
く
、
い
つ
も
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。
先
日
は
吾
輩
を

被
写
体
に
半
日
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け

た
。
今
日
は
写
真
の
あ
が
り
を
見
せ
に
来
た

の
か
。
吾
輩
が
モ
デ
ル
な
ら
、
ど
ん
な
拙
劣

写
真
家
で
も
芸
術
的
作
品
に
な
る
の
は
間
違

い
な
い
が
、
ま
あ
、
お
手
並
み
拝
見
。

　

だ
が
、
写
真
殿
は
入
る
な
り
「
５
軒
目
に

し
て
や
っ
と
見
つ
け
た
ぞ
。
れ
ん
か
だ
、
恋

歌
!!
」
と
『
恋
歌
』
と
題
さ
れ
た
書
物
を
２

冊
取
り
出
し
、１
冊
を
読
書
好
き
の
親
方（
活

字
殿
）
へ
手
渡
し
た
。「
お
お
、
あ
っ
た
か
。

あ
り
が
と
う
！　

私
の
ぶ
ん
も
買
っ
て
く
れ

た
の
か
」「
舞
台
は
わ
れ
ら
が
水
戸
。
か
つ

て
の
水
戸
藩
が
描
か
れ
た
作
品
が
直
木
賞
を

と
っ
た
ん
だ
、
是
が
非
で
も
手
に
入
れ
る
べ

き
だ
ろ
う
」「
著
者
は
朝
井
ま
か
て
。
時
代

は
幕
末
・
明
治
。
主
人
公
は
、
５
０
０
０
円

札
に
描
か
れ
て
い
る
樋
口
一
葉
の
師
で
あ
る

中
島
歌
子
。
水
戸
の
天
狗
党
に
い
た
林
忠
左

衛
門
の
妻
。
定
価
は
１
６
０
０
円
、
税
別
。

読
み
た
か
っ
た
ん
だ
。
あ
り
が
と
う
」「
そ

う
だ
！　

天
狗
党
と
い
え
ば
、
こ
の
ひ
た
ち

な
か
市
に
も
志
士
た
ち
の
墓
な
ど
、
ゆ
か
り

の
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
ぞ
、
読
む
前
に
リ

サ
ー
チ
す
る
か
」「
行
く
ぞ
、す
ぐ
行
く
ぞ
」。

　

２
人
の
会
話
に
、
ほ
か
の
親
方
た
ち
も
あ

っ
け
に
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
ぽ
か
ん
と
し

た
顔
を
蹴
散
ら
す
か
の
よ
う
に
写
真
殿
と
活

字
殿
は
、
事
務
所
を
飛
び
出
し
て
い
く
。
吾

輩
の
写
真
は
、
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

カ
メ
ラ
マ
ン
が

で
ん
で
ん
を
激
写
!?

日本テクノ協力会・日電協は、全国36拠点のグループで活動中。その１つ水戸グループでは猫の語り口が特徴のオリジナル情報誌『でんでん・みと情報』を継続的に発行

日
電
協
の
活
動
報
告
と
会
員
の
募
集
を
行
う
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.8
1
2
4
9
9
.jp/job/

）。
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
紹
介
し
た
『
で
ん
で
ん
・
み
と
情
報
』
の
全
文
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

A c t i v e  L i f e

日 電 協

　

２
０
１
４
年
４
月
、
日
本

テ
ク
ノ
は
、
栃
木
県
小
山

市
に
県
内
２
カ
所
目
と
な
る

「
小
山
営
業
所
」
を
開
設
し

た
。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
小
山
駅
東

口
か
ら
徒
歩
約
５
分
の
小
山

第
一
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
。

そ
れ
に
先
立
つ
３
月
に
は
、

愛
媛
県
に
「
四
国
中
央
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
も
開
設
し

て
い
る
。

　

全
国
に
も
れ
な
く
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、

日
本
テ
ク
ノ
は
今
後
も
出
店

を
続
け
て
い
く
。

【
そ
の
他
拠
点
情
報
】

▼
福
岡
営
業
所

　

ス
ペ
ー
ス
拡
大
の
た
め
同

拠 点 情 報

東京、神戸、滋賀、静岡で５出展
　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
こ
の

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
間

に
、
５
つ
の
展
示
会
や
イ
ベ

ン
ト
で
ブ
ー
ス
の
出
展
を
計

画
し
て
い
る
。

　

最
初
は
４
月
２
〜
４
日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
る
「
第
17
回
フ
ァ
ベ
ッ

ク
ス
２
０
１
４
」。
続
い
て

６
月
は
２
つ
。
６
月
４
〜
６

日
、
同
じ
く
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
の
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ 

２
０
１
４ 

プ
リ

ン
ト
配
線
板
技
術
展
」
と
、

６
月
12
〜
15
日
、
神
戸
国
際

展
示
場
で
開
か
れ
る
「
第
59

回 

日
本
透
析
医
学
会
学
術

集
会
・
総
会
」。

展
示
会

日程：6月4日（水）～6日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：一般社団法人 日本電子回路工業会

JPCA Show 2014 プリント配線板技術展

日程：4月2日（水）～4日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：日本食糧新聞社

第17回 ファベックス2014

来
場
者
を
笑
顔
で
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ
。

日程：6月12日（木）～15日（日）
会場：神戸国際展示場
主催：一般社団法人 日本透析医学会

第59回 日本透析医学会学術集会・総会

日程：7月3日（木）
会場：琵琶湖ホテル
主催：株式会社 滋賀銀行

「しがぎん」エコビジネスマッチングフェア2014

日程：7月23日（水）・24日（木）
会場：アクトシティ浜松
主催：浜松商工会議所／浜松信用金庫

第8回 ビジネスマッチングフェア in Hamamatsu 2014

●お仕事のペースは？
数年前は約60件弱を担当し、月のうち４分
の３は仕事に出ていましたが、現在は身体
のことを考えて10件ほど減らしました。隔
月点検が大半なので、ひと月の半分くらい
仕事をするイメージです。それ以外は、月に
2～3回は仲間とゴルフに行き、コンペが開
催されれば参加することもあります。あとの
休日はもっぱら、趣味の庭木の手入れをす
るなどで、のんびりと過ごしています。

浜松グループ
2002年 11月入会 藤城聖さん

サイトでは会員の生の声も紹介。例えば

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
b 

／ 

Ｑ
２
：
d 

／ 

Ｑ
３
：
a 

／ 

Ｑ
４
：
a 

Corporate
Song

小山営業所

栃木県小山市駅東通り1-6-9
小山第一生命ビルディング6階

電　話 0285-20-5510
ＦＡＸ 0285-20-5530
出店日 2014年4月2日

四国中央サービスセンター

愛媛県四国中央市中之庄町130-1
ブランシェコート203号室

電　話 0896-24-9300
ＦＡＸ 0896-24-9310
出店日 2014年3月4日

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト

http://www.n-techno.co.jp/

ウェブ展開

４／１
OPEN!

Eco News Web Magazine

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
補
助
金
事
業

営 業 活 動

BEMSアグリゲータ 申請事業所数
1 株式会社エナリス 他 1,636
2 日本テクノ株式会社 1,152
3 大崎電気工業株式会社 他 635
4 NTTデータカスタマサービス株式会社 他 428
5 イオンディライト株式会社 他 408
6 株式会社日立製作所 インフラシステム社 他 367
7 株式会社洸陽電機 他 331
8 パナソニックESエンジニアリング株式会社 他 232
9 株式会社ユアテック 他 160
10 株式会社東芝 他 133
11 株式会社ヴェリア・ラボラトリーズ 他 130
12 NKワークス株式会社 102
13 株式会社エービル 他 96
14 三井情報株式会社 他 85
15 アズビル株式会社 他 84
16 ダイキン工業株式会社 他 73
17 富士通株式会社 他 69
18 日本ユニシス株式会社 他 42
19 株式会社九電工 40
20 株式会社NTTファシリティーズ 他 23
21 株式会社エディオン 他 22
22 日本電気株式会社 他 15
23 オリックス株式会社 5

合　　計 6,268

補助金事業申請状況（2014年２月28日現在）
出所：一般社団法人 環境共創イニシアチブ発表資料

全アグリゲータ中 第2位の1152件申請

　

経
済
産
業
省
が
進
め
て
い
た

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
）
導
入
を
支
援

す
る
補
助
金
制
度
が
２
０
１
３

年
10
月
末
の
交
付
申
請
で
終
了

と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
で
は
認

定
さ
れ
た
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ

ー
タ
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
事
業
者

は
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
を
通
し
て
補

助
金
の
申
請
な
ど
を
行
う
。
日

本
テ
ク
ノ
も
登
録
さ
れ
た
Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
の
一
つ
。

　

こ
の
補
助
金
事
業
を
統
括
す

る
一
般
社
団
法
人 

環
境
共
創

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
発
表
に
よ
れ

ば
、
補
助
金
に
よ
る
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

導
入
の
申
請
を
行
っ
た
事
業
所

は
全
部
で
６
２
６
８
件
。
そ
の

う
ち
日
本
テ
ク
ノ
の
申
請
分

は
、
全
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
中
、
第

２
位
と
な
る
１
１
５
２
件
を
数

え
て
い
る
。

BEMSアグリゲータを示すロゴマーク

　

さ
ら
に
７
月
も
２
つ
。
７

月
３
日
に
滋
賀
の
琵
琶
湖
ホ

テ
ル
で
開
催
の
「『
し
が
ぎ

ん
』
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」と
、

７
月
23
・
24
日
の
２
日
間
、

浜
松
市
の
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜

松
で
開
か
れ
る
「
第
８
回
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア 

in 

Ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ 

２
０
１
４
」。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
に
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

し
、
１
社
で
も
多
く
の
企
業

に
省
エ
ネ
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
提
供
し
て
い
く
考
え
だ
。

一
ビ
ル
内
で
フ
ロ
ア
移
転
。

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
前
１
‐
２
‐
５
の
紙
与
博

多
ビ
ル
10
階
か
ら
11
階
へ
。

▼
堺
営
業
所

　

ビ
ル
名
変
更
。
大
阪
府
堺

市
堺
区
南
花
田
口
町
２
‐
３

‐
20
の
「
住
友
生
命
堺
東
ビ

ル
７
階
」
か
ら
「
三
共
堺
東

ビ
ル
７
階
」
へ
。

▼
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
統
合

　

城
北
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
品
川
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
、
東
京
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
。
場
所
は
城
北

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
同
じ

（
東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里

５
‐
47
‐
４ 

ク
レ
ー
ル
川

原 

２
階
）。

小山営業所のある小山第一生命ビルディング。

小山に営業所、愛媛にサービスセンターを開設

３／３
OPEN!

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト

Eco News Web MagazineEco News Web Magazine

環
境
市
場
新
聞
サ
イ
ト

http://econews.jp/

リ
ニュ
ー
ア
ル

　

２
０
１
４
年
３
月
３
日
、
日
本
テ
ク
ノ
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
公

開
さ
れ
た
。
洗
練
さ
れ
た
よ
り
使
い
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
へ
と
一
新
さ
れ
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

や
会
社
情
報
な
ど
目
的
の
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の

移
動
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
で
き
る
。

　

使
い
や
す
さ
と
同
時
に
情
報
量
も
増
加
さ

せ
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
・
太
陽
光
発
電
な
ど
の
導
入

事
例
ペ
ー
ジ
や
動
画
ペ
ー
ジ
も
設
置
さ
れ

た
。さ
ら
に
ユ
ー
ザ
ー
向
け
ペ
ー
ジ
も
新
設
。

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も

簡
単
に
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
も
対
応
。
各
営
業
所
の
地
図
情
報
や
企

業
の
最
新
情
報
な
ど
が
入
手
で
き
る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
に
続
き
、
本
紙
の

ウ
ェ
ブ
版「
環
境
市
場
新
聞
サ
イ
ト
」も「Eco 

News Web Magazine

」
と
名
称
を
変
え
４

月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
公
開
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
は
本
紙
の
連
動
記
事
を
主
に
掲
載
し

て
い
た
が
、
今
後
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ン
テ

ン
ツ
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　

例
え
ば
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
事
例
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
ウ
ェ
ブ
上
で
デ
ジ
タ
ル
冊
子
が
閲
覧
で

き
た
り
、
日
本
テ
ク
ノ
の
各
部
署
か
ら
の
情

報
発
信
や
つ
ぶ
や
き
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表

示
さ
れ
る
「Tectter

（
て
く
っ
た
ー
）」
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
親
し
み
や
す
く
楽
し
い

コ
ン
テ
ン
ツ
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
「
省
エ
ネ
の
達
人
」
動
画
コ
ー

ナ
ー
、「
環
境
都
市
探
訪
」「
エ
コ
カ
レ
ン
ダ

ー
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

な
ど
、
遊
び
心
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
気
軽
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

日本テクノの思いを
「届けよう君と」社歌完成

　

日
本
テ
ク
ノ
の
社
歌
「
届
け
よ

う
君
と
」
が
、
２
０
１
３
年
12
月

に
完
成
し
た
。

　

作
詞
作
曲
は
、
同
社
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
河
村
隆
一
さ
ん
。
常
に
右
肩

上
が
り
で
成
長
す
る
日
本
テ
ク
ノ

の
明
る
い
未
来
に
向
け
た
社
歌
と

し
て
制
作
さ
れ
た
。

　

２
０
１
４
年
１
月
に
行
わ
れ
た

同
社
の
新
年
決
起
大
会
で
は
、
河

村
さ
ん
か
ら
制
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

発
表
さ
れ
「〝
届
け
よ
う
〞
と
い

う
思
い
は
、
社
員
間
だ
け
で
は
な

く
、
お
客
様
で
あ
り
、
将
来
の
子

ど
も
た
ち
に
も
向
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
テ
ク
ノ
か
ら
た
く
さ
ん

の
思
い
を
発
信
し
て
、
す
ば
ら
し

い
未
来
に
し
て
ほ
し
い
」
と
、
社

歌
に
込
め
た
思
い
が
改
め
て
語
ら

れ
た
。

　

そ
の
後
、河
村
さ
ん
と
と
も
に
、

参
加
し
た
役
員
・
社
員
な
ど
総
勢

約
３
７
０
名
の
大
合
唱
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
届
け
た
い
思
い
を
よ

り
強
く
し
た
。

新年決起大会では参加者全員で合唱した。

名も知らぬこの道を　我はあるがままに歩こう
名も知らぬその花を　友と大きく咲かそう
めぐる季節の中確かな　想いを描きたい

届けよう　遥か　まだ見ぬその時へ
君と共に　歩いてゆこう
届けよう　夜空の　星々を見上げた
君に　明日のこの光を

届けよう　たとえ　進めない時でも
君と共に　乗り越えてゆこう
届けよう　この夢が　明日をつなげるから
君と　輝くこの誓いを

届けよう　遥か　未来を照らして
明日を　築いてく日本テクノ
届けよう　この夢は　誰かを救うから
君と　あふれるこの光を

届けよう君と
日本テクノ社歌／作詞作曲：河村隆一

http://www.n-techno.co.jp/index.html
http://www.n-techno.co.jp/index.html
http://econews.jp/
http://econews.jp/
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.nt-e.jp/index.html
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大阪・浪速区 ◎ ウィン日本橋ビル

　
「
お
話
を
聞
い
て
、
す
ぐ
に

納
得
し
、
そ
ん
な
に
い
い
シ
ス

テ
ム
は
ぜ
ひ
導
入
し
た
い
と
、

私
か
ら
も
社
長
に
す
す
め
た
ん

で
す
」
と
話
す
の
は
大
阪
府
堺

市
に
あ
る
株
式
会
社 

明
光（
代

表
取
締
役
・
伊
藤
孝
治
氏
）
の

栫
山
亜
紀
さ
ん
。
同
社
は
大
阪

市
を
中
心
に
５
棟
の
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
を
経
営
す
る
企
業
。
栫
山

さ
ん
か
ら
の
提
案
に
、
社
長
も

日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
担
当
か
ら

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
即
座
に

決
裁
、
導
入
が
決
ま
っ
た
。

　

５
つ
の
所
有
物
件
の
う
ち
高

圧
受
電
で
対
象
と
な
る
の
は
、

大
阪
市
浪
速
区
の
電
気
街
に
あ

る
ウ
ィ
ン
日
本
橋
ビ
ル
。
６
階

建
て
で
、
１
・
２
階
が
飲
食
店
、

３
階
よ
り
上
は
物
品
販
売
店
が

入
る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。

　

以
前
は
こ
の
ビ
ル
の
電
気
メ

ー
タ
ー
を
検
針
す
る
た
め
、
栫

山
さ
ん
や
ほ
か
の
担
当
者
が
月

に
１
度
、
必
ず
足
を
運
ん
で
い

た
。
だ
が
各
店
舗
の
子
メ
ー
タ

ー
は
い
ず
れ
も
店
の
中
に
あ

り
、
１
つ
で
も
店
が
閉
ま
っ
て

い
る
と
、
再
訪
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
検
針
作
業
は
た
い
て

い
１
日
で
は
完
了
し
な
か
っ

た
。
メ
ー
タ
ー
の
数
値
が
出
揃

っ
て
も
、
そ
の
後
の
電
気
料
金

算
出
は
電
力
会
社
か
ら
来
る
ビ

検針、請求、明確化──すべてに満足
商材説明で即座に納得、導入時にも手間はなし

群馬県高崎市 ◎ ビックつばめ高崎店

　

群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
ビ
ッ

ク
つ
ば
め
高
崎
店
は
１
万
８
６

６
６
平
方
㍍
の
敷
地
に
１
０
０

１
台
の
パ
チ
ン
コ
、
ス
ロ
ッ
ト

台
が
揃
う
県
内
最
大
規
模
の
人

気
店
。
環
境
情
報
番
組
「
省
エ

ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」
に
出

演
し
活
動
を
紹
介
す
る
な
ど
、

熱
心
な
取
り
組
み
を
行
い
、
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
に
も
積
極
的

だ
。
２
０
１
２
年
６
月
に
は
東

と
南
の
壁
面
に
並
ぶ
ガ
ラ
ス
に

日

※

本
テ
ク
ノ
の
提
案
す
る
遮
熱

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
導
入
し
た
。

　
「
こ
こ
は
夏
場
に
な
る
と
朝

か
ら
日
差
し
が
厳
し
く
、
と
て

も
暑
か
っ
た
」
と
語
る
の
は
主

任
の
春
山
亜
弥
さ
ん
。
ガ
ラ
ス

一
面
の
大
き
さ
は
幅
約
２
・
５

㍍
、
高
さ
約
５
・
４
㍍
も
あ
り
、

こ
れ
が
東
の
壁
に
９
面
、
南
は

13
面
あ
る
。
以
前
は
ブ
ラ
イ
ン

ド
を
常
に
下
ろ
し
、
こ
の
エ
リ

ア
の
エ
ア
コ
ン
は
店
内
で
も
特

に
強
め
に
設
定
し
て
い
た
。

　

だ
が
現
在
で
は
ブ
ラ
イ
ン
ド

を
ほ
と
ん
ど
使
用
せ
ず
、
エ
ア

コ
ン
も
弱
め
の
設
定
。
そ
れ
で

も
前
よ
り
２
℃
程
度
低
い
。

　

今
回
導
入
し
た
遮
熱
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
剤
は
、
ダ
イ
フ
レ
ッ
ク

ス
社
の
Ｕ
Ｉ
シ
ー
ル
ド
。
近
赤

外
線
を
50
％
反
射
・
吸
収
し
、

主任の春山亜弥さん。ビックつばめ高崎店入口前の駐車場にて。

遮
熱
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
導
入
し
た

壁
面
の
ガ
ラ
ス
。

株式会社 明光の栫山亜紀さん。

ル
全
体
の
請
求
書
で
単
価
な
ど

を
確
認
し
な
が
ら
手
計
算
。
一

連
の
作
業
は
煩
雑
を
極
め
て
い

た
。
そ
れ
が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の

導
入
で
、
す
べ
て
日
本
テ
ク
ノ

が
代
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

電
気
代
の
計
算
も
ビ
ル
の
前
所

有
者
か
ら
引
き
継
い
だ
や
り
方

で
、
自
分
で
は
明
確
な
根
拠
を

説
明
で
き
な
い
た
め
少
し
不
安

だ
っ
た
ん
で
す
」
と
栫
山
さ
ん

は
安
心
し
た
表
情
を
見
せ
る
。

　

導
入
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
電

力
会
社
の
料
金
が
値
上
げ
さ
れ

る
直
前
で
、
も
し
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た

ら
、
各
テ
ナ
ン
ト
に
料
金
値
上

げ
の
説
明
を
し
て
回
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
省

略
で
き
た
。

　
「
導
入
の
と
き
は
、
日
本
テ

ク
ノ
さ
ん
が
す
べ
て
の
テ
ナ
ン

ト
さ
ん
に
、
説
明
に
回
っ
て
く

れ
た
ん
で
す
。
こ
ち
ら
の
手
を

わ
ず
ら
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は

何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

て
も
満
足
し
て
い
ま
す
」

り
す
る
設
定
に
な
っ
て
い

た
。
霜
取
り
は
ヒ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
一
時
的
に
温
度

を
上
げ
、
冷
却
機
に
つ
い

た
霜
を
溶
か
す
作
業
。
番

組
内
で
ヒ
ー
タ
ー
近
く
の

温
度
を
測
っ
た
と
こ
ろ
50

℃
以
上
に
な
っ
て
い
た
。

電
力
消
費
量
の
高
い
ヒ
ー

タ
ー
が
７
台
同
時
に
稼
働

す
れ
ば
、
当
然
ピ
ー
ク
電

力
を
押
し
上
げ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
作
業
を

１
台
ず
つ
時
間
差
で
行
う

よ
う
設
定
を
変
え
、
電
力

使
用
の
最
大
値
を
下
げ

た
。
こ
れ
に
よ
り
契
約
電

力
も
削
減
で
き
た
。
そ
の

ほ
か
、
照
明
ス
イ
ッ
チ
の

各
所
に
「
使
わ
な
い
と
き

は
電
源
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
の
シ
ー

ル
を
貼
り
、
社
内
の
省
エ

ネ
意
識
も
高
め
て
い
る
。

「株式会社 秋畜」
冷凍・冷蔵庫の霜取りは時間差に 全員の協力で楽しく省エネ !!

【第 130回】2012 年 12月26日放送分
　

冷
凍
・
冷
蔵
庫
の
使
い

方
の
見
直
し
と
従
業
員
の

省
エ
ネ
意
識
向
上
で
、
契

約
電
力
25
％
削
減
、
電
気

料
金
で
は
約
１
０
０
万
円

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
成
功

さ
せ
た
の
が
、
東
京
都
中

央
区
に
あ
る
老
舗
肉
卸
問

屋
の
株
式
会
社 

秋
畜
だ
。

　

７
機
の
冷
凍
・
冷
蔵
庫

を
使
用
し
て
い
る
同
社
。

今
ま
で
は
７
機
が
す
べ
て

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
霜
取

霜取りの分散でピークカット

と
に
１
つ
の
釜
に
か
け
て

い
た
。
３
種
類
の
大
豆
が

あ
れ
ば
、
当
然
、
ガ
ス
釜

の
使
用
回
数
は
３
回
に
な

る
。
だ
が
、
１
つ
の
釜
に

３
種
類
の
大
豆
を
入
れ
ら

れ
れ
ば
、
釜
の
使
用
は
１

度
で
済
む
。
そ
れ
に
は
、

金
属
の
ザ
ル
を
使
い
、
混

ざ
り
合
わ
な
い
よ
う
に
区

切
れ
ば
い
い
。
そ
の
ア
イ

デ
ア
が
正
解
だ
っ
た
。
ガ

ス
釜
の
使
用
は
、
そ
れ
ま

で
１
日
10
回
必
要
だ
っ
た

が
、
こ
の
工
夫
で
そ
の
う

ち
２
回
を
減
ら
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
味
な
ど
の
品

質
は
、
こ
れ
ま
で
と
ま
っ

た
く
変
わ
ら
な
い
。
納
豆

づ
く
り
を
知
り
尽
く
し
た

達
人
の
ワ
ザ
は
省
エ
ネ
に

も
結
び
つ
い
た
。

「野呂食品 株式会社」
納豆づくりの計算式！？“1＋1＋1＝1”こだわりの味と品質を守る省エネの工夫

【第 145回】2013 年 4月10日放送分
　

今
ま
で
何
の
疑
問
も
抱

か
ず
に
当
た
り
前
の
よ
う

に
や
っ
て
き
た
製
造
方

法
。
そ
こ
に
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
を
加
え
、
ガ
ス

使
用
量
の
削
減
に
つ
な
げ

た
。
納
豆
の
製
造
販
売
を

行
う
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の

野
呂
食
品 

株
式
会
社
の

取
り
組
み
だ
。

　

か
つ
て
は
、
違
う
種
類

の
大
豆
を
ガ
ス
釜
を
使
っ

て
蒸
ら
す
と
き
、
種
類
ご

ガス釜の使用を減らす製造方法

な
大
き
さ
に
な
る
。

　

そ
こ
で
同
社
で
は
検
証

を
重
ね
、
品
質
に
影
響
を

与
え
な
い
貯
蔵
ル
ー
ル
を

見
つ
け
出
し
た
。
そ
れ
は

庫
内
の
温
度
を
９
℃
以
下

に
保
つ
こ
と
。
こ
れ
が
守

ら
れ
て
い
れ
ば
、
例
え
ば

真
冬
は
、
ほ
と
ん
ど
冷
蔵

庫
の
電
源
を
入
れ
な
く
て

も
済
む
。

　

春
先
に
収
録
し
た
番
組

内
で
は
、
検
証
の
た
め
、

そ
の
と
き
６
℃
だ
っ
た
冷

蔵
庫
の
電
源
を
切
っ
た
。

そ
れ
か
ら
30
分
後
に
計
測

し
た
庫
内
温
度
は
８
℃
。

上
昇
分
は
２
℃
だ
け
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ピ
ー
ク
時

に
は
貯
蔵
ル
ー
ル
を
守
り

な
が
ら
、
小
ま
め
な
電
源

オ
フ
で
デ
マ
ン
ド
の
上
昇

を
抑
え
て
い
る
。

「菱友醸造 株式会社」
日本酒づくりに欠かせない温度管理 品質と省エネのカギは“9℃以下”!!

【第 151回】2013 年 5月22日放送分
　

酒
蔵
に
あ
る
冷
蔵
庫
の

使
い
方
を
工
夫
し
て
電
力

ピ
ー
ク
の
削
減
に
成
功
。

契
約
電
力
を
約
16
％
も
減

ら
し
て
い
る
の
が
、
長
野

県
下
諏
訪
町
に
あ
る
菱
友

醸
造 

株
式
会
社
だ
。

　

年
間
約
６
万
本
を
全
国

に
出
荷
す
る
同
社
。
人
気

の
味
を
保
つ
た
め
、
商
品

は
大
型
冷
蔵
庫
で
低
温
保

存
さ
れ
て
い
る
。
稼
働
さ

せ
る
た
め
の
電
力
は
相
当

ピーク時には冷蔵庫をオフ

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

設備改善と省エネ活動で電気料金を削減へ
電力の効率化に向き合うパチンコ店の取り組み

技術者をたずねて技術者をたずねて

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

と
い
う
思
わ
ぬ
結
果
に
つ

な
が
っ
た
。
そ
れ
が
、
長

崎
県
大
村
市
に
あ
る
麺
類

製
造
の
株
式
会
社 

狩
野

ジ
ャ
パ
ン
で
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
設

備
の
改
善
要
望
で
実
施
し

た
の
は
次
の
４
つ
。
①
ト

イ
レ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
②
作

業
台
を
明
る
く
す
る
た
め

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換

③
ス
イ
ッ
チ
と
照
明
の
対

応
関
係
を
明
確
に
す
る
た

め
の
図
示
シ
ー
ル
貼
付
④

夏
場
の
暑
さ
対
策
で
二
重

屋
根
を
設
置
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

よ
り
消
費
電
力
は
減
少

し
、
ス
イ
ッ
チ
位
置
の
明

確
化
で
無
駄
な
照
明
は
す

ぐ
に
消
さ
れ
、
二
重
屋
根

で
空
調
の
負
荷
は
減
っ

た
。
さ
ら
に
社
員
の
心
も

一
つ
に
な
っ
た
。

「株式会社 狩野ジャパン」
おいしい麺を全国に届けたい！　社員全員の思いが省エネ効果も生んでいます
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「
良
い
も
の
を
つ
く
り
、

知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
」

と
い
う
夢
を
全
社
で
共
有

す
る
た
め
、
社
内
で
不
満

に
思
う
こ
と
を
ア
ン
ケ
ー

ト
で
募
る
。
不
満
を
表
面

化
さ
せ
、
そ
れ
を
解
消
す

れ
ば
、
士
気
は
高
ま
り
、

み
ん
な
の「
心
を
一
つ
に
」

で
き
る
か
ら
だ
。

　

そ
ん
な
経
営
戦
略
を
立

て
、
実
行
し
た
と
こ
ろ
、

電
気
使
用
量
約
18
％
削
減

要望への対応が省エネにも

企業と電気をつなぐ「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ 日本テクノ協力会・日電協 福岡01グループ ◎ 安部正道さん

和田機工 株式会社の経理を担当
する廣門典子さん（左）と。

※太陽光発電・設備改善を中心としたサービスは、2013年 7月より日本テクノから日本テクノエンジへ移管された。

省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例

温
度
を
２
〜
５
℃
下
げ
る
効
果

が
あ
る
。
有
害
な
紫
外
線
は
99

％
カ
ッ
ト
す
る
た
め
、
皮
膚
へ

の
悪
影
響
を
防
ぎ
、
カ
ー
テ
ン

や
装
飾
品
、
壁
紙
な
ど
も
日
焼

け
に
よ
る
劣
化
を
防
げ
る
。
効

果
は
10
〜
15
年
続
く
。

　

同
店
で
は
こ
の
１
年
前
に

も
、
店
内
す
べ
て
の
照
明
と
駐

車
場
に
あ
る
外
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
更
し
て
い
る
。「
一
連
の
設

備
改
善
の
効
果
は
大
き
い
。
照

明
は
す
ぐ
つ
く
よ
う
に
な
り
、

空
調
の
効
き
も
よ
く
な
り
ま
し

た
。
使
用
電
力
を
大
幅
に
削
減

で
き
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
思
い
つ

き
ま
せ
ん
」
と
春
山
さ
ん
は
笑

顔
で
語
る
。
同
店
で
は
設
備
改

善
に
加
え
、
空
調
の
小
ま
め
な

温
度
設
定
や
照
明
の
点
灯
時
間

の
工
夫
な
ど
、
全
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
に
よ
る
省
エ
ネ
行
動
に
よ

っ
て
電
気
料
金
を
大
幅
に
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

春
山
さ
ん
は
続
け
る
「
パ
チ

ン
コ
店
は
電
気
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
営
業
で
き
る
娯
楽
施
設
で

す
。
電
気
を
多
く
使
う
企
業
と

し
て
、
無
駄
を
省
き
電
力
を
効

率
的
に
使
う
の
は
使
命
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」。
利
用
客
か
ら

廃
油
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ

ッ
プ
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
回
す
活
動
も
実
施
す
る
同

店
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

通
じ
地
域
に
根
差
し
た
環
境
貢

献
を
行
っ
て
い
る
。

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
点
検

を
担
当
す
る
和
田
機
工 

株
式
会

社
だ
。
創
業
は
１
８
８
５
年
。
福

岡
県
を
中
心
に
工
作
機
械
の
製
造

卸
を
行
う
老
舗
企
業
。
経
理
を
担

当
す
る
廣
門
典
子
さ
ん
は
安
部
さ

ん
の
点
検
業
務
に
大
き
な
信
頼
を

寄
せ
る
。「
安
部
さ
ん
の
対
応
は

〝
真
摯
〞
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

あ
い
さ
つ
の
所
作
や
仕
事
に
対
す

る
姿
勢
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
常

に
私
た
ち
へ
の
気
遣
い
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
報
告
内
容
か
ら
も
そ
の

誠
実
な
仕
事
ぶ
り
が
う
か
が
え
、

人
柄
も
含
め
て
安
心
し
て
お
任
せ

で
き
ま
す
。
い
つ
も
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」。

　

実
は
、
同
社
は
安
部
さ
ん
が
日

電
協
入
会
後
初
め
て
訪
れ
た
企
業

だ
っ
た
。「
前
職
で
は
主
に
社
内

業
務
が
多
く
、
お
客
様
の
と
こ
ろ

へ
訪
問
し
て
の
点
検
に
最
初
は
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
初
め
て
訪
れ
た
和
田
機
工
様

で
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
の
た
め
に

精
一
杯
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
れ
ま
し
た
」。
お
互
い
を

思
う
気
持
ち
が
信
頼
を
生
み
、
良

好
な
関
係
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
「
ひ
と
月
、
忠
実
に
点
検
業
務

を
終
え
た
と
き
、
よ
う
や
く
一
息

つ
け
る
ん
で
す
」。
安
部
さ
ん
の

業
務
に
対
す
る
責
任
感
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
一
言
だ
ろ
う
。

　
「
点
検
の
不
備
で
お
客
様
の
企

業
活
動
に
ご
迷
惑
が
掛
か
る
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
気
づ
い
た
こ
と
は
ど
ん

な
に
些
細
な
こ
と
で
も
必
ず
お
知

ら
せ
し
、
認
識
の
相
違
が
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」。
そ
う
話
す

の
は
、
２
０
１
１
年
６
月
に
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
へ
入
会

し
、
福
岡
01
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す

る
安
部
正
道
さ
ん
。
入
会
前
は
、

主
に
鉄
道
の
分
岐
器
を
製
造
す
る

メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、
信
号
関
係
の

設
計
を
担
当
。
そ
の
後
、
業
務
部

長
と
し
て
資
材
管
理
・
労
務
管
理

を
担
当
す
る
な
ど
、
企
業
の
成
長

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
力
を

発
揮
し
て
き
た
。

　

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
│
│
こ
れ

は
、
安
部
さ
ん
が
戒
め
と
し
て
常

に
心
に
と
ど
め
て
い
る
言
葉
だ
。

「
人
間
で
す
の
で
、
ど
う
し
て
も

〝
慣
れ
〞
が
つ
い
て
ま
わ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
業
務
中
は
諸
先
輩
や

保
安
部
の
方
の
教
え
を
忠
実
に
守

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」。

ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
基
本
に
立

ち
返
り
、
始
め
た
こ
ろ
の
謙
虚
で

真
剣
な
気
持
ち
を
守
り
続
け
る
こ

と
を
信
条
と
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
安
部
さ
ん
に
初
心
を
思

始めたころの謙虚で真剣な気持ちを持ち続ける

「忠実に点検を終えて、はじめて一息つける」

　BS ジャパン（テレビ東京系 -BS デジタル 7ch）
にて毎週水曜夜 9 時 54 分から放映中の「省エネ
の達人『企業編』」。番組で紹介されたエコノウハ
ウを、このコーナーでピックアップして紹介して
いく。今回は食品加工を行う企業の省エネにスポ
ットをあてた。ここに掲載している４回分も含
め、過去の放送を再生できるウェブサイトもある。
URL は左記。誰でも無料で閲覧可能だ。

https://www.nichidenkyo.jp/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20121226.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130410.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130522.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20131016.html
http://www.eco-tenant.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１４年 （平成２６年） 春季　【季刊】

http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.eria.jp/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１４年 （平成２６年） 春季　【季刊】

導入事例

SMARTMETER ＥＲＩＡ

ＥＲＩＡ＆ ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ

※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。

110kW23kW
　

ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
は
北
海
道

夕
張
郡
に
あ
る
日
本
最
大
級

の
英
国
風
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ

ン
。
園
内
に
は
庭
園
の
ほ
か

シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
ラ

イ
ブ
や
料
理
体
験
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
楽
し
め
る
。

　

同
施
設
の
省
エ
ネ
活
動
を

指
揮
す
る
の
は
副
支
配
人
の

大
西
明
人
さ
ん
。
２
０
１
２

年
３
月
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
を

き
っ
か
け
に
、
本
格
的
な
活

動
を
開
始
し
た
。

　

大
西
さ
ん
は
電
気
の
使
用

量
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
る

と
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に

管
理
表
を
作
成
し
た
。
こ
の

表
は
、
照
明
や
空
調
の
ス
イ

ッ
チ
を
い
つ
入
れ
、
何
時
に

切
る
の
か
、
15
分
刻
み
の
タ

ぞ
れ
担
当
者
を
決
め
る
。
割

り
振
り
は
６
種
類
。
照
明
の

オ
ン
係
と
オ
フ
係
、
同
様
に

空
調
の
オ
ン
・
オ
フ
、
換
気

窓
の
開
け
・
閉
め
。
細
か
な

担
当
制
に
す
る
こ
と
で
、
連

帯
感
と
責
任
感
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
活
動
で
省
エ
ネ

意
識
が
浸
透
す
る
と
、
空
調

の
温
度
設
定
や
、
今
ま
で
使

わ
な
か
っ
た
排
気
窓
の
利

用
、
不
必
要
な
自
動
設
定
の

解
除
な
ど
、
取
り
組
み
は
広

が
り
、
や
が
て
契
約
電
力
１

１
０
㌔
㍗
削
減
と
い
う
大
き

な
成
果
に
つ
な
が
っ
た
。

「
見
え
る
化
」か
ら
導
い
た

電
気
使
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

細
か
な
担
当
制
が
効
果
を
発
揮

北海道夕張郡由仁町伏見134-2
TEL　0123（82）2001
URL　http://www.yuni-garden.co.jp/
設立 ● 2001年6月
従業員数 ● 42名
事業内容 ● フラワーガーデン

東
武
緑
地
株
式
会
社 

ゆ
に
ガ
ー
デ
ン

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ

て
い
る
。
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
と
い
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
、
照
明
と
空
調
の
つ

け
る
時
間
と
消
す
時
間
を
決

め
、
さ
ら
に
換
気
の
た
め
窓

の
開
閉
時
間
も
設
定
し
た
。

　

例
え
ば
７
月
の
シ
ョ
ッ
プ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
照
明

を
９
時
45
分
に
つ
け
、
18
時

15
分
に
消
す
。
換
気
窓
は
９

時
に
開
け
、19
時
に
閉
め
る
。

空
調
は「
特
に
必
要
な
場
合
」

と
条
件
を
加
え
た
う
え
で
14

時
に
オ
ン
、
15
時
に
オ
フ
。

　

そ
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

を
各
部
署
に
配
布
し
、
そ
れ

鷹ゴルフ倶楽部

ヒラミヤモスバーガー 倉敷笹沖東店サンロマン

ゆにガーデン

林檎の湯屋 おぶ～土庫病院

ユキ印刷工業

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

東武緑地株式会社 ゆにガーデン

35.9%16.7% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

　
「
省
エ
ネ
活
動
は
社
員
の

意
識
改
革
を
促
す
手
段
と
考

え
て
い
ま
す
。
社
員
が
、
省

エ
ネ
と
い
う
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
。変
化
を
恐
れ
ず
、

自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
識

改
革
で
す
。
そ
れ
が
企
業
を

支
え
る
強
い
集
団
を
つ
く
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
津
田
真
二
さ
ん
。
福

岡
県
福
岡
市
に
あ
る
婦
人
服

卸
の
株
式
会
社 

サ
ン
ロ
マ

ン
・
代
表
取
締
役
社
長
だ
。

　

取
り
組
み
は
多
彩
。
社
員

総
出
で
約
１
時
間
か
か
っ
た

蛍
光
灯
の
間
引
き
で
は
、
全

体
の
約
30
％
に
あ
た
る
２
５

８
本
を
取
り
除
い
た
。「
売

り
場
」
と
呼
ぶ
展
示
場
の
空

調
の
使
い
方
は
ル
ー
ル
化
し

た
。
１
階
か
ら
４
階
ま
で
の

展
示
場
を
、
バ
イ
ヤ
ー
は
上

の
階
か
ら
順
々
に
見
て
回
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ
に

合
わ
せ
空
調
を
つ
け
る
順
番

と
台
数
を
決
定
。
午
前
８
時

の
４
階
に
始
ま
り
、
１
階
ま

で
30
分
お
き
に
稼
働
さ
せ

る
。
電
力
使
用
量
の
削
減
に

加
え
、
デ
マ
ン
ド
の
抑
制
に

も
つ
な
が
っ
た
。

　

朝
礼
で
の
呼
び
掛
け
も
取

り
組
み
の
一
つ
。
空
調
の
設

定
温
度
を
勝
手
に
変
更
し
な

い
、
階
ご
と
に
決
め
た
稼
働

台
数
を
守
る
な
ど
注
意
を
促

す
。
こ
の
内
容
を
総
務
部
か

ら
「
省
エ
ネ
メ
ー
ル
」
と
し

て
社
内
配
信
す
る
。
ま
た
特

定
の
空
調
ス
イ
ッ
チ
に
は

「
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
記
し
た
シ
ー
ル
も
貼

っ
た
。
さ
ら
に
、
空
調
、
照

明
、
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
消
し
忘
れ

が
な
い
よ
う
、
各
部
署
で
最

終
退
出
者
が
確
認
す
る
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
も
作
成
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
確
実
に

社
内
の
意
識
改
革
に
つ
な
が

っ
た
。
そ
の
顕
著
な
例
が
社

内
の
移
動
だ
。
以
前
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
当
た
り
前
だ
っ

た
が
、
今
で
は
５
階
の
事
務

所
ま
で
全
社
員
が
階
段
を
使

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。　

省
エ
ネ
活
動
と
い
う
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
姿
勢

そ
れ
が
強
い
集
団
を
つ
く
る

福岡県福岡市東区多の津1-10-3
TEL 092（623）3600
URL　http://www.sunroman.net/
設立 ● 1992年9月
従業員数 ● 95名
事業内容 ● 婦人服卸売

株
式
会
社 

サ
ン
ロ
マ
ン

株式会社 サンロマン

（2011年5月～10月 2012年5月～10月）

（2011年 2012年）

　

１
９
５
５
年
の
開
業
か
ら

50
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域

の
医
療
を
支
え
て
き
た
奈
良

県
大
和
高
田
市
の
土
庫
病

院
。
周
辺
に
は
系
列
の
介
護

老
人
保
健
施
設
や
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
イ
ケ
ア

施
設
な
ど
も
揃
う
。

　

省
エ
ネ
活
動
は
施
設
管
理

を
担
当
す
る
山
田
敦
夫
さ
ん

と
大
浦
清
史
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
る
。
２

０
１
２
年
３
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
を
導
入
し
た
と
き
、
ま
ず

病
院
全
体
に
省
エ
ネ
意
識
を

浸
透
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。

そ
こ
で
受
付
の
目
立
つ
場
所

に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
を
設
置
。
ロ
ビ
ー
に
あ
る

テ
レ
ビ
で
こ
の
省
エ
ネ
時
計

の
紹
介
映
像
を
流
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
部
署
ご
と
の

小
規
模
勉
強
会
の
開
催
、
使

用
量
グ
ラ
フ
が
記
載
さ
れ
た

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
の
館

内
巡
回
、
蛍
光
灯
を
間
引
い

て
空
に
な
っ
た
灯
具
へ
の

「
節
電
中
」
シ
ー
ル
の
貼
付

な
ど
啓
発
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
続
け
た
。

　

こ
れ
が
や
が
て
、
各
部
署

の
自
主
的
な
活
動
を
引
き
出

す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
診

療
放
射
線
技
師
は
、
省
エ
ネ

を
呼
び
掛
け
る
独
自
の
ポ
ス

タ
ー
を
つ
く
り
、掲
示
し
た
。

医
事
室
で
は
夜
間
、
２
つ
あ

る
ト
イ
レ
の
う
ち
１
つ
だ
け

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
中

央
材
料
室
か
ら
は
、
不
要
な

蛍
光
灯
を
間
引
い
て
ほ
し
い

と
要
請
が
き
た
。
夜
間
の
利

用
は
な
く
大
き
な
窓
が
あ
る

リ
ハ
ビ
リ
室
は
ス
タ
ッ
フ
自

ら
が
蛍
光
灯
を
間
引
い
た
。

　

今
で
は
、
院
内
の
各
部
署

に
自
然
と
省
エ
ネ
に
関
す
る

リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
の
ス
タ

ッ
フ
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
彼
女
や
彼
ら
は
、
そ
の

部
署
の
「
節
電
大
臣
」
と
呼

ば
れ
、
活
発
な
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
。

各
部
署
に
「
節
電
大
臣
」

省
エ
ネ
活
動
の
啓
発
で

続
々
と
院
内
か
ら
の
協
力

奈良県大和高田市日之出町12-3
TEL　0745（53）5471
URL　http://www2.kenseikai-nara.jp/dongo/
設立 ● 1955年3月
従業員数 ● 396名
事業内容 ● 病院

社会医療法人健生会 土庫病院

社
会
医
療
法
人
健
生
会　

土
庫
病
院

　

東
北
自
動
車
道
の
栃
木
イ

ン
タ
ー
か
ら
14
㌔
㍍
の
な
だ

ら
か
な
丘
陵
地
の
林
間
に
あ

る
鷹
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
。
気
軽

に
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
む
の
は

も
ち
ろ
ん
、
攻
め
の
シ
ョ
ッ

ト
で
新
た
な
面
白
さ
も
発
見

で
き
る
コ
ー
ス
。
初
心
者
か

ら
上
級
者
ま
で
多
く
の
フ
ァ

ン
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

全
ス
タ
ッ
フ
が
心
掛
け
る

の
は
「
お
客
様
第
一
」
の
姿

勢
。
そ
の
中
に
無
駄
を
み
つ

け
て
い
く
省
エ
ネ
活
動
に

は
、
長
年
の
習
慣
や
考
え
方

を
変
え
る
大
幅
な
意
識
改
革

が
求
め
ら
れ
る
。
改
革
に
挑

ん
だ
の
は
、
支
配
人
の
菅
野

秀
彦
さ
ん
と
衛
生
管
理
士
の

平
宮
俊
英
さ
ん
だ
。
そ
れ
ま

で
菅
野
さ
ん
は
ほ
か
の
ゴ
ル

フ
場
に
比
べ
電
気
料
金
が
高

い
と
認
識
し
て
お
り
、
平
宮

さ
ん
は
利
用
客
が
い
な
い
ロ

ビ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
照
明

や
空
調
が
つ
い
て
い
る
の
を

無
駄
と
感
じ
て
い
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
、
２
人

は
ス
タ
ッ
フ
へ
の
呼
び
掛
け

と
同
時
に
、
自
ら
も
率
先
し

て
行
動
を
始
め
た
。

　
「
最
初
は
私
た
ち
が
消
し

た
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
習
慣

で
す
ぐ
つ
け
て
し
ま
う
。
そ

れ
で
も
、
ま
た
私
た
ち
で
消

す
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
で
、

活
動
の
意
味
を
説
明
す
る
。

そ
の
繰
り
返
し
で
し
た
」
と

菅
野
さ
ん
は
語
る
。
ベ
テ
ラ

ン
の
ス
タ
ッ
フ
は
施
設
の
見

栄
え
を
気
に
し
て
、
常
に
す

べ
て
の
電
気
を
つ
け
て
し
ま

う
。
そ
の
習
慣
を
変
え
る
た

め
、
菅
野
さ
ん
と
平
宮
さ
ん

は
取
り
組
み
を
継
続
し
た
。

　
「
今
で
は
私
た
ち
が
何
も

し
な
く
て
も
使
っ
て
い
な
い

レ
ス
ト
ラ
ン
の
照
明
が
消
さ

れ
る
な
ど
省
エ
ネ
意
識
は
少

し
ず
つ
浸
透
し
て
い
ま
す
」

と
平
宮
さ
ん
は
笑
顔
を
向
け

る
。
活
動
で
大
き
な
成
果
は

出
て
い
る
が
、
２
人
の
挑
戦

は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
。

消
し
て
つ
け
て
も
ま
た
消
す

習
慣
や
考
え
方
を
変
え
る

省
エ
ネ
活
動
への
挑
戦

栃木県鹿沼市深程字大平1482
TEL　0289（85）3621
URL　http://www.taka-golf.co.jp/
設立 ● 1981年9月
従業員数 ● 61名
事業内容 ● ゴルフ場

株式会社 鷹ゴルフ倶楽部

株
式
会
社 

鷹
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

310kW

17kW

14kW

51kW

削
減

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

27.8%

6.5%

5.1%

5.7%

削
減

削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

（2012年7月～12月 2013年7月～12月）

（2012年1月～5月 2013年1月～5月）

（2012年 2013年）

（2011年 2013年）

（2012年 2013年）

（2003年 2013年）

　

株
式
会
社 

フ
レ
ッ
ク
ス

が
運
営
す
る
モ
ス
バ
ー
ガ
ー

倉
敷
笹
沖
東
店
。
倉
敷
駅
か

ら
車
で
８
分
。
利
用
し
や
す

い
広
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
有

し
、
店
内
は
天
井
が
高
く
開

放
感
に
あ
ふ
れ
る
店
舗
。
天

気
の
よ
い
日
は
屋
外
の
テ
ラ

ス
席
で
の
ん
び
り
と
食
事
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
電
力
ピ
ー
ク
の
時
間
帯

は
忙
し
い
時
間
帯
と
重
な
る

の
で
、
最
初
は
対
応
で
き
る

か
不
安
で
し
た
。
そ
れ
で
も

取
り
組
み
の
ル
ー
ル
を
明
確

に
し
た
の
で
、
す
べ
て
の
ス

タ
ッ
フ
が
迷
う
こ
と
な
く
対

応
で
き
て
い
ま
す
」
と
話
す

の
は
店
長
の
国
塚
実
さ
ん
。

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
、
警
報
時

の
対
処
の
仕
方
や
開
店
・
閉

店
時
の
電
気
の
使
い
方
な
ど

を
明
確
な
ル
ー
ル
と
し
て
取

り
決
め
た
。

　

同
店
の
電
力
ピ
ー
ク
は
夏

場
。
警
報
時
の
対
応
策
は
、

①
店
内
空
調
②
製
氷
機
③
プ

レ
ハ
ブ
冷
凍
庫
④
プ
レ
ハ
ブ

冷
蔵
庫
の
４
つ
の
機
器
を
ル

ー
ル
に
従
い
止
め
て
い
く
こ

と
。
①
は
来
店
状
況
に
応
じ

て
３
台
の
う
ち
１
台
の
稼
働

を
止
め
る
。
②
〜
④
は
５
分

程
度
な
ら
温
度
管
理
上
の
規

定
に
影
響
は
な
い
の
で
、
こ

れ
ら
を
警
報
が
鳴
り
止
む
ま

で
順
番
に
止
め
る
。

　

開
店
前
は
、
こ
れ
ま
で
営

業
中
と
同
じ
よ
う
に
つ
け
て

い
た
空
調
を
開
店
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
稼
働
せ
ず
、
開
店
後
、

１
台
ず
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず

ら
し
て
つ
け
る
ル
ー
ル
。
閉

店
時
は
、
来
客
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
事
前
に
空
調
を
１

台
止
め
、
閉
店
と
同
時
に
す

べ
て
止
め
る
ル
ー
ル
だ
。

　
「
お
客
様
に
配
慮
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
ル
ー
ル
が

し
っ
か
り
と
確
立
で
き
て
い

れ
ば
、
く
つ
ろ
げ
る
お
店
づ

く
り
と
省
エ
ネ
は
両
立
で
き

ま
す
」
と
国
塚
さ
ん
は
に
こ

や
か
に
語
っ
た
。

活
動
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
し

ス
タ
ッ
フ
が
迷
う
こ
と
な
く

取
り
組
め
る
体
制
づ
く
り
へ

岡山県倉敷市新田 3145-1
TEL　086（423）6560
URL　http://www.mos.co.jp/
開店 ● 2005年3月
従業員数 ● 14名
事業内容 ● モスバーガーFC

株式会社フレックス モスバーガー倉敷笹沖東店

株
式
会
社
フ
レ
ッ
ク
ス 

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
倉
敷
笹
沖
東
店

２kW
削
減

契約
電力

11.6% 削
減

電　力
使用量
（2010年10月～翌年9月 2012年10月～翌年9月）

（2009年12月～翌年11月 2012年12月～翌年11月）

（2011年1月～11月 2013年1月～11月）

（2010年 2013年）

も
の
づ
く
り
の
技
術
を

省
エ
ネ
設
備
改
善
に
活
用

全
社
一
丸
の
取
り
組
み

　

神
奈
川
県
川
崎
市
に
あ

る
株
式
会
社 

ヒ
ラ
ミ
ヤ
は
、

板
金
一
筋
40
年
の
技
術
者
集

団
。
小
ロ
ッ
ト
、一
品
も
の
、

試
作
、
短
納
期
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
に
応
え
、
堅
実
な

仕
事
ぶ
り
に
定
評
が
あ
る
。

　

２
０
０
８
年
10
月
に
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
を
導
入
し
て
か
ら
は
、

警
報
時
の
対
応
手
順
を
全
社

員
が
共
有
し
、
空
調
と
照
明

を
中
心
に
省
エ
ネ
活
動
を
行

っ
て
き
た
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
だ

の
は
２
０
１
２
年
。
社
内
約

１
５
０
本
の
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
入
れ
替
え
た
。
省

エ
ネ
設
備
改
善
で
あ
る
。
だ

が
、
も
の
づ
く
り
の
技
術
者

集
団
は
、
単
な
る
入
れ
替
え

だ
け
で
は
満
足
し
な
い
。
交

く
。
廊
下
の
一
部
で
人
感
セ

ン
サ
ー
付
き
の
照
明
を
導
入

し
た
の
も
そ
の
一
つ
。
セ
ン

サ
ー
の
基
板
は
取
引
先
か
ら

購
入
し
、
灯
具
の
設
計
と
デ

ザ
イ
ン
は
自
社
で
行
っ
た
。

セ
ン
サ
ー
は
人
が
通
る
と
１

０
０
％
で
点
灯
、
人
が
い
な

い
と
き
は
30
％
で
減
灯
し
、

省
エ
ネ
と
安
全
性
を
両
立
し

て
い
る
。

　

平
宮
さ
ん
は
「
警
報
時
の

対
応
や
灯
具
の
入
れ
替
え
作

業
な
ど
の
省
エ
ネ
活
動
を
通

じ
て
、
全
社
員
の
一
体
感
が

強
ま
っ
て
い
っ
た
」
と
感
じ

て
い
る
。神奈川県川崎市高津区久地 3-4-1

TEL　044（811）5760
URL　http://www.hiramiya.co.jp/
設立 ● 1970年
従業員数 ● 14名
事業内容 ● 板金・金属加工

株式会社 ヒラミヤ

4kW
削
減

契約
電力

株
式
会
社 

ヒ
ラ
ミ
ヤ

11.4% 削
減

電　力
使用量

店長の国塚実さん。

副支配人の大西明人さん。

換
作
業
と
並
行
し
て
、
灯
具

を
外
し
、
穴
を
開
け
、
１
本

ず
つ
に
ひ
も
の
ス
イ
ッ
チ
を

つ
け
た
。
こ
れ
で
、
個
別
の

入
り
切
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
作
業
は
全
員
総
出
で

行
い
、
２
カ
月
ほ
ど
で
す
べ

て
完
成
さ
せ
た
。

　
「
消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
が
つ
き
、
そ
の
う
え
個

別
ス
イ
ッ
チ
で
点
灯
す
る
本

数
自
体
が
減
り
ま
し
た
。
ま

た
全
員
で
協
力
し
て
取
り
組

ん
だ
の
で
連
帯
感
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
」
と
代
表
取
締
役

の
平
宮
健
美
さ
ん
は
話
す
。

　

設
備
改
善
は
そ
の
後
も
続

（2011年12月～翌年11月 2012年12月～翌年11月）

（2010年5月～翌年4月 2011年5月～翌年4月）

（2012年 2013年）

（2011年 2012年）

「
こ
の
時
計
は
何
で
す
か
？
」

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
へ
の
関
心
が

社
内
に
省
エ
ネ
意
識
を
醸
成

愛知県名古屋市守山区小幡千代田12-13
TEL　052（792）8218
URL　http://www.yuki-printing.co.jp/
設立 ● 1977年5月
従業員数 ● 29名
事業内容 ● 印刷

株式会社 ユキ印刷工業

株
式
会
社 

ユ
キ
印
刷
工
業

に
注
目
が
集
ま
る
。

　
「
実
際
に
毎
日
見
て
い
く

と
、
日
々
の
作
業
は
同
じ
な

の
に
、
天
気
や
気
温
に
よ
っ

て
色
に
変
化
が
あ
り
、
デ
マ

ン
ド
閲
覧
の
グ
ラ
フ
も
変
わ

り
ま
す
。
み
ん
な
が
少
し
ず

つ
、
ど
こ
が
違
う
の
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
と

省
エ
ネ
に
関
す
る
会
話
も
増

え
ま
し
た
」
と
取
締
役
の
柚

木
猛
さ
ん
は
言
う
。
社
内
の

関
心
が
省
エ
ネ
に
寄
せ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
柚
木
さ
ん
は
改

め
て
、
昼
休
み
に
は
必
ず
作

業
エ
リ
ア
を
消
灯
す
る
こ

と
、
最
終
退
出
者
が
消
灯
を

担
当
す
る
こ
と
と
い
う
２
つ

の
簡
単
な
取
り
組
み
だ
け
を

呼
び
掛
け
た
。

　

そ
こ
か
ら
は
、
事
務
ス
タ

ッ
フ
が
作
業
現
場
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
警
報
時
に
事

務
所
の
空
調
を
中
心
に
止
め

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
気
遣

い
に
応
え
る
よ
う
に
工
場
内

で
も
空
調
の
設
定
温
度
を
控

え
め
に
す
る
と
い
っ
た
社
内

　

株
式
会
社 

ユ
キ
印
刷
工
業

は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
工

場
を
構
え
る
印
刷
会
社
。
薄

紙
印
刷
、
写
真
加
工
を
得
意

と
し
、
年
間
に
１
０
０
校
以

上
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
記
念

誌
制
作
を
手
掛
け
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
の

は
２
０
１
３
年
６
月
。
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
を
２
階
の
事
務

所
に
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
１
階
の
工
場
に
設

置
し
た
。
す
ぐ
に
社
員
か
ら

「
こ
の
時
計
は
何
で
す
か
？
」

と
質
問
が
あ
が
る
。
警
報
時

に
色
が
赤
く
光
る
と
、
さ
ら

の
協
力
体
制
が
つ
く
ら
れ
て

い
っ
た
。
同
時
に
作
業
ス
ペ

ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
も

行
い
、
こ
れ
ま
で
散
ら
ば
っ

て
い
た
作
業
机
を
一
つ
の
部

屋
に
集
め
る
な
ど
、
空
調
の

効
率
化
も
図
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
導
入
か
ら
わ

ず
か
半
年
ほ
ど
で
契
約
電
力

14
㌔
㍗
、
使
用
量
５
・
１
％

の
削
減
が
達
成
さ
れ
た
。

株
式
会
社 

ユ
キ
印
刷
工
業
の
外
観
。

「
林
檎
の
湯
屋
お
ぶ
〜
」
入
口
。

取締役の柚木猛さん。
支配人の菅野秀彦さん（左）と衛
生管理士の平宮俊英さん。

施設管理担当 主任の山田敦夫さ
ん（左）と大浦清史さん。

　

株
式
会
社 

オ
ー
チ
ャ
ー

ド
が
運
営
す
る
「
林
檎
の
湯

屋
お
ぶ
〜
」
は
、
長
野
県
松

本
市
に
あ
る
人
気
の
ス
ー
パ

ー
銭
湯
。
露
天
風
呂
や
ジ
ェ

ッ
ト
バ
ス
、
サ
ウ
ナ
な
ど
温

浴
設
備
は
18
種
類
も
あ
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
す
る
以
前
か
ら
省
エ

ネ
の
取
り
組
み
は
進
め
て
い

た
。
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
桃
澤
充
さ
ん
が
独
自
の
ア

イ
デ
ア
で
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制

御
や
タ
イ
マ
ー
運
用
な
ど
機

器
の
効
率
化
を
図
っ
て
い

た
。
桃
澤
さ
ん
は
「
今
の
設

備
の
電
力
使
用
を
抑
え
ら
れ

れ
ば
、
お
客
様
に
も
っ
と
く

つ
ろ
い
で
も
ら
え
る
新
し
い

設
備
や
ア
イ
テ
ム
が
導
入
で

き
ま
す
」
と
話
す
。

　

そ
れ
で
も
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を

採
用
し
た
の
は
「
予
測
デ
マ

ン
ド
が
あ
る
こ
と
、
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が
環
境

配
慮
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
こ
と
」

を
評
価
し
た
か
ら
だ
。

　

こ
れ
で
新
た
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

の
モ
ニ
タ
が
設
置
さ
れ
た
。

だ
が
、
こ
こ
に
は
す
で
に
桃

澤
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
計
測

モ
ニ
タ
が
置
か
れ
て
い
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
モ
ニ
タ
は
個
別

設
備
の
回
路
集
計
や
簡
単
な

制
御
が
で
き
る
仕
様
。
２
つ

の
モ
ニ
タ
が
つ
い
て
か
ら

は
、
施
設
全
体
の
電
力
使
用

状
況
を
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
で

確
認
し
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
モ
ニ
タ
で
個
別
設
備
の
制

御
や
検
証
を
し
て
い
る
。
そ

う
し
て
桃
澤
さ
ん
は
、
次
に

削
減
で
き
そ
う
な
部
分
を
探

し
続
け
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
に
は
施
設
の

屋
根
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
た
。
２
０
１
３
年
３

月
に
は
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

屋
根
も
借
り
て
同
様
の
設
備

を
設
置
し
た
。
無
駄
を
省
く

だ
け
で
は
な
く
積
極
的
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

す
る
。
く
つ
ろ
ぎ
を
与
え
る

新
し
い
設
備
は
矢
継
ぎ
早
に

追
加
さ
れ
て
い
き
そ
う
だ
。

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

２
つ
の
電
力
監
視
モ
ニ
タ
で

削
減
箇
所
を
探
し
続
け
る

長野県松本市石芝 3-9-44
TEL　0263（24）2602
URL　http://www.orchard.co.jp/obu/
設立 ● 2002年
従業員数 ● 30名
事業内容 ● スーパー銭湯

株式会社オーチャード 林檎の湯屋おぶ～

株
式
会
社
オ
ー
チ
ャ
ー
ド 

林
檎
の
湯
屋
お
ぶ
〜

代表取締役の平宮健美さん。

代表取締役社長の津田真二さん。

チーフマネージャーの桃澤充さん。

鷹
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
入
口
。

土
庫
病
院
の
外
観
。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、北海道、栃木、神奈川、長野、愛知、奈良、岡山、福岡の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

http://www.n-techno.org/
http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
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第三十六回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ ─ 15 ─
　

私
が
実
施
す
る
実
践
型
集

合
教
育
研
修
の
指
針
の
一
つ

が「
本
気
」。そ
こ
で
自
分
で

も「
気
」
を
体
得
し
よ
う
と

考
え
、
４
年
前
か
ら
気
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
。

　

気
を
体
得
す
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
が
広
が
る
。
野

球
界
の
王
貞
治
も
打
撃
に
応

用
。
病
気
の
治
療
に
も
役
立

つ
。
実
際
、
セ
ミ
ナ
ー
の
講

師
が
、
病
身
の
人
に
手
を
か

ざ
し
、
回
復
に
向
か
わ
せ
た

様
子
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。
講
師
は
10
年
間
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
気
を
体
得
し

た
の
だ
と
い
う
。

　

気
を
い
つ
体
得
で
き
る
か

は
、
個
人
差
も
あ
り
、
努
力

の
仕
方
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
く
る
。
気
に
対
す
る
感
受

性
が
な
い
人
は
、
感
受
性
が

あ
る
人
よ
り
も
、
気
を
体
得

す
る
の
に
努
力
と
時
間
が
か

か
る
だ
ろ
う
。

　

私
は
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

た
初
日
に
感
受
性
が
な
い
と

わ
か
っ
た
。
講
師
が
出
し
た

気
に
何
一
つ
反
応
で
き
な
か

っ
た
。
私
に
は
大
事
に
し
て

い
る
言
葉
が
あ
る
。

　
「
成
功
す
る
ま
で
続
け
れ

ば
失
敗
は
な
い
」

　

最
初
の
半
年
間
は
月
１
回

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
次
の
半

年
は
、
そ
れ
に
加
え
毎
日
15

分
、
自
分
で
気
を
体
得
す
る

練
習
を
し
た
。
２
年
目
か
ら

は
、
毎
日
１
時
間
の
練
習
。

そ
の
後
、
２
年
半
ぐ
ら
い
か

ら
現
在
ま
で
毎
日
２
時
間
30

分
練
習
を
し
て
い
る
。

　

練
習
を
始
め
て
２
年
10
カ

月
た
っ
た
こ
ろ
、
驚
き
の
出

来
事
が
あ
っ
た
。
私
は
無
意

識
の
う
ち
に
、
た
ま
た
ま
隣

に
座
っ
て
い
た
人
へ
手
を
か

ざ
し
て
い
た
。
手
を
か
ざ
し

て
い
た
の
は
わ
ず
か
数
十
秒

だ
っ
た
と
思
う
。
す
る
と
そ

の
人
が
、「
今
の
は
、
な
ん

で
す
か
？　

私
の
顔
に
、
あ

な
た
の
手
か
ら
温
か
い
も
の

が
降
り
そ
そ
い
で
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
頭
の
痛
み
が

な
く
な
り
ま
し
た
」
と
言
っ

た
。
聞
い
た
私
が
半
信
半
疑

で
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ

が
そ
の
人
に
会
っ
た
の
は
初

め
て
で
、
ま
っ
た
く
面
識
は

な
い
。
私
は
、
そ
の
言
葉
を

信
じ
た
。
こ
の
出
来
事
が
私

の
気
の
練
習
の
大
き
な
励
み

に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
何
度
か
、
自
分

で
も
信
じ
ら
れ
な
い
気
の
力

を
経
験
し
て
い
る
。
私
の
気

の
世
界
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
。
だ
が
、
何
事
も
本
気
で

や
れ
ば
、
思
い
が
通
じ
る
こ

と
は
確
信
で
き
た
。

　

因い
ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。

何
事
も
本
気
で
や
れ
ば

思
い
が
通
じ
る

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「テッくんクリーナーストラップ」プレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製「テッくんクリ
ーナーストラップ」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ下記あて先までご郵送ください。また、Eco News Web Magazine
のサイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応
募フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2014 年 6 月 27 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  「おばあちゃんの知恵袋」
に描かれた木。

②  ５面にユーザーレポート。
エコテナ○○。

③  神様仏様のおかげだ。○○
○ク。

⑤  北海道にある日本で３番目
に大きな湖。

⑧  たんぼのこと。○○○ン。
⑩  漢字で書くと「鱚」。

●ヨコのカギ●
②  ぐるっと４方向。ゼ○○○
ユウ。

④  カマを使って庭をきれいに。
⑥  五十音ら行。○リルレ○。
⑦  春○○ミが終われば、新し
い学年。

⑨  春にタネ○○して、秋に収
穫する。

⑪  左上の記事「河村隆一の○
○○○○ィ」。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
35
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

2012 年 7月から始まった再生
可能エネルギーの固定価格買
い取り制度。その略称として
正しいものは？

a
b
c
d

ＦＢＩ

ＦＩＴ

ＦＩＦＡ

ＦＲＰ

Question
1

２０１３年 11 月に国会で可決・
成立した電力システム改革の
第 1弾となる法律は？

a
b
c
d

改正省エネ法

改正地球温暖化対策推進法

改正自然環境保護法

改正電気事業法

Question
2

設立は 1988 年。IPCC の略
称で呼ばれ、地球温暖化につ
いての報告書をまとめる国際
機関は？

a
b
c
d

気候変動に関する政府間パネル

世界気象機関

国連環境計画

国際応用システム分析研究所

Question
3

2013 年 10 月、熊本県で開
かれた国際会議で、水銀の
規制に関する条約が採択され
た。その条約の名称は？

a
b
c
d

水俣条約

バーゼル条約

ラムサール条約

ロンドン条約

Question
4

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

■ 

風
呂
敷
い
ろ
い
ろ
活
用
法 

■検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

おばあちゃんの

知恵袋

布団たたきに使い古した
ストッキングをかぶせて
軽くなでると、静電気で
布団についているほこり
がよくとれます。

例えば

郵便物の書き損じによる切手の再
利用ですが、ドーナツ屋さんでいた
だけるパラフィン紙に水につけた切
手をはって乾かすとパラッととれます。

愛媛県・なっつさん

知恵のお便りが届きました！

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
今さら聞くのも恥ずかしいけれど、実はよく知らない……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、日本の省エネ技術を
後押ししている制度について。

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

　

福
島
県
の
い
わ
き
湯
本
温
泉
に
は
25

軒
の
旅
館
が
あ
る
。
２
０
１
４
年
２
月

現
在
、
こ
の
う
ち
一
般
客
を
受
け
入
れ

て
い
る
の
は
10
軒
に
満
た
な
い
。
過
半

数
は
福
島
原
発
作
業
員
の
宿
泊
施
設
に

な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。「
旅
館
こ
い
と
」

も
２
０
１
３
年
４
月
ま
で
、
多
い
と
き

に
は
90
名
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

　

あ
の
運
命
の
日
か
ら
２
日
後
の
２
０

１
１
年
３
月
13
日
、同
館
の
総
支
配
人
・

宗
像
雄
治
さ
ん
は
、
社
長
と
女
将
に
呼

ば
れ
「
も
う
終
わ
り
だ
と
思
う
。
ご
め

ん
な
さ
い
」と
告
げ
ら
れ
た
。だ
が
、「
ど

う
せ
駄
目
な
ら
駄
目
に
な
る
ま
で
や
ら

せ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

通
常
の
営
業
が
で
き
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
が
、
ロ
ビ
ー
に
は
全
国
か
ら
の

支
援
物
資
が
次
々
に
持
ち
込
ま
れ
る
。

地
元
の
消
防
団
員
で
も
あ
る
宗
像
さ
ん

は
、
沿
岸
で
の
遺
体
収
容
作
業
と
掛
け

持
ち
で
、
積
ま
れ
て
い
く
物
資
を
小
学

校
な
ど
の
避
難
所
へ
配
っ
て
回
っ
た
。

　

３
月
20
日
、
原
発
作
業
員
の
受
け
入

れ
要
請
が
あ
っ
た
。
旅
館
の
ス
タ
ッ
フ

は
40
名
の
う
ち
、
10
名
が
戻
っ
て
き
て

く
れ
た
。
料
理
長
も
戻
る
意
志
を
示
し

た
が
、
幼
子
が
い
る
た
め
避
難
す
る
よ

う
勧
め
た
。
専
門
の
料
理
担
当
が
い
な

く
な
り
、
宗
像
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
、

毎
日
、
簡
単
な
朝
食
を
つ
く
る
。
買
い

出
し
も
行
い
、
午
後
は
全
ス
タ
ッ
フ
で

夕
食
づ
く
り
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
き

つ
い
作
業
が
続
い
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
か

ら
笑
顔
は
消
え
な
い
。
い
つ
も
明
る
く

前
向
き
な
宗
像
さ
ん
が
率
先
し
て
行
動

し
て
い
る
か
ら
だ
。原
発
の
作
業
員
は
、

そ
ん
な
温
か
な
環
境
に
迎
え
ら
れ
、
家

族
の
よ
う
に
生
活
を
と
も
に
し
た
。

　

２
０
１
１
年
夏
の
あ
る
日
、
宗
像
さ

ん
は
自
分
の
も
と
に
全
ス
タ
ッ
フ
が
集

家族のように迎えられた福島原発の作業員
総支配人の宗像雄治さん。

ま
っ
て
く
る
の
を
感
じ
、
最
悪
の
事
態

を
覚
悟
し
た
。
き
つ
い
作
業
を
理
由
に

し
た
全
員
揃
っ
て
の
辞
職
願
い
…
…
。

だ
が
ス
タ
ッ
フ
の
代
表
が
手
渡
し
た
の

は
寄
せ
書
き
だ
っ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

「
心
配
せ
ず
行
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」。

宗
像
さ
ん
は
、
こ
の
非
常
時
に
抜
け
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
出
張
研

修
の
誘
い
を
断
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
全

員
が
気
に
掛
け
て
く
れ
て
い
た
。
寄
せ

書
き
を
見
て
涙
が
出
た
。

　

現
在
は
震
災
前
の
３
割
程
度
の
営

業
。
夕
食
は
つ
け
て
い
な
い
。
で
も
新

た
な
料
理
担
当
を
迎
え
入
れ
、
夕
食
は

も
ち
ろ
ん
宴
会
も
再
開
し
た
い
。
笑
顔

が
絶
え
な
い
ス
タ
ッ
フ
と
常
に
前
向
き

な
総
支
配
人
は
未
来
を
向
い
て
い
る
。

「
ど
う
せ
駄
目
な
ら
駄
目
に
な
る
ま
で
や
る
」いわき湯本温泉「旅館こいと」の外観。
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復興への歩み

皆さんの「もったいない」に通じる省エ
ネ・省資源の取り組み（知恵・ワザ）をお
寄せください。環境保全につながるもの
ならどんな小さなことでもＯＫです。
本誌掲載の“知恵”のご提供者には記念
品を進呈いたします。ご応募はハガキ（日
本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係まで。
連絡先もご明記ください）または下記ウェ
ブサイトで。

落花生の殻を乾燥さ
せてガーゼに包み湿
気取り・消臭剤として
利用しています。

テッくんクリー
ナーストラップ

　

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘
わ
れ
て
お
出
か

け
が
楽
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
春
の
お
花
の
よ
う
に
色
と
り
ど
り

の
種
類
が
揃
う
「
風
呂
敷
」
の
お
話
で

す
。
古
く
は
約
１
３
０
０
年
も
前
の
奈

良
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ

る
風
呂
敷
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
綿
の
風

呂
敷
は
お
買
い
物
の
エ
コ
バ
ッ
グ
代
わ

り
に
、
絹
の
風
呂
敷
は
贈
答
品
を
包
ん

だ
り
、
結
婚
式
の
袱
紗
に
し
た
り
、
毎

日
の
生
活
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
最
近
で

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
生
し
て
つ
く

ら
れ
た
水
に
強
い
繊
維
の
も
の
や
、
若

い
人
が
洋
服
と
合
わ
せ
て
使
っ
て
も
ま

っ
た
く
違
和
感
の
な
い
お
し
ゃ
れ
な
色

や
柄
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

お
出
か
け
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
使

い
方
が
で
き
る
風
呂
敷
。
小
さ
な
サ
イ

ズ
の
も
の
は
、
空
き
瓶
を
包
ん
で
お
花

を
生
け
て
は
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
大

き
め
の
風
呂
敷
は
椅
子
や
ソ
フ
ァ
の
リ

メ
イ
ク
に
活
用
。
長
く
使
っ
て
い
る
と

汚
れ
や
傷
み
が
出
て
し
ま
う
腰
か
け
・

背
も
た
れ
部
分
を
風
呂
敷
で
包
ん
で
後

ろ
面
で
結
び
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て

模
様
替
え
を
楽
し
ん
で
も
い
い
で
す

ね
。
そ
の
ほ
か
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や

暖
簾
な
ど
使
い
方
は
自
由
自
在
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

日本テクノのマスコ
ットキャラクター「テ
ッくん」がストラッ
プになりました。裏
側はケイタイ画面を
キレイにできるクリ
ーナー。実用的で
可愛いアイテムが今
回の賞品です。

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て
い

き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字
を

組
み
合
わ
せ
〝
エ
コ
〞
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
前
号
の
「
タ
テ
の

カ
ギ
」
に
。
集
落
近
く
で
人
の
手
が
入
っ
た
森
や
林
。

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

日
本
の
省
エ
ネ
技
術
は
、
世
界

の
中
で
も
特
に
優
れ
て
い
る
と
い

う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
は
、
開
発
す
る
技
術
者
さ

ん
た
ち
の
お
か
げ
で
す
が
、
日
本

に
は
そ
の
技
術
開
発
を
押
し
上
げ

る
制
度
も
整
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
等
に
関
す
る
法
律（
省
エ
ネ
法
）

に
記
さ
れ
た
取
り
決
め
で
す
。

　

簡
単
に
い
え
ば
、
自
動
車
や
家

電
な
ど
特
定
の
製
品
は
「
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
」
と
い
う
目
標
を

を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
私
た

ち
消
費
者
は
、
こ
の
ラ
ベ
ル
を
見

て
、
ど
の
く
ら
い
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
か
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
効
果

は
、
例
え
ば
２
０
０
４
年
度
に
目

標
年
度
を
迎
え
た
エ
ア
コ
ン
で
改

善
率
が
67
・
８
％
に
達
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
で
消
費
電
力
の

低
減
や
燃
費
の
向
上
な
ど
が
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

達
成
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
制
度
。
そ
の
基
準
は
、
省
エ
ネ

性
能
で
ト
ッ
プ
を
走
る
一
番
効
率

の
い
い
製
品
を
も
と
に
決
め
ら
れ

ま
す
。
製
品
の
種
類
ご
と
に
目
標

達
成
ま
で
の
年
度
が
決
め
ら
れ
、

そ
れ
ま
で
に
基
準
の
省
エ
ネ
数
値

を
満
た
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
基
準
に
達
し
な
い
製
品
を
き

ち
ん
と
し
た
理
由
も
な
し
に
販
売

し
続
け
た
場
合
に
は
、
罰
則
が
科

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
製

品
は
、
省
エ
ネ
基
準
の
達
成
度
な

ど
が
示
さ
れ
た「
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
」

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
っ
て
何
？
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